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 御 納 入 品 目 一 覧 表 

系 統 名 称 品             名 形　      名 数量 単位 備     考 
RR-S1 空冷式熱源機(ﾎﾟﾝﾌﾟﾚｽ標準ﾀｲﾌﾟ、200V仕様ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ RUA-GP422HLKM 1 台

形)

空冷式熱源機(ﾎﾟﾝﾌﾟﾚｽ標準ﾀｲﾌﾟ、200V仕様ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ RUA-GP422HLKM 1 台

形)

公共建築工事標準仕様変更費(令和4年版) 200V ヒ 30KQB710L06021 2 個

ートポンプ

コンパクト型グループコントローラー RBP-RC001 1 個

スプリング防振架台 NSCO-UPE21NC 1 個

博多南地域交流センター空調設備更新工事
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案件名： 博多南地域交流センター空調設備更新工事
系統名： RR-S1

作成日 ： 2023年12月19日

納入機器性能計算書
●機器一覧

形名 モジュール数 備考

RUA-GP422HLKM 1

RUA-GP422HLK 1

合計 2

●指定条件及び計算結果 ●内蔵ポンプ仕様

外気乾球温度 (℃DB) 35 定格出力 (kW) 3.7  x  5

外気湿球温度 (℃WB) ― 形式 渦巻きポンプ

入口水温 (℃) 12 始動方式 インバーター始動

出口水温 (℃) 7 流量制御方式 インバーター

外気乾球温度 (℃DB) 7 最大運転電流 (A) 13.7  x  5

外気湿球温度 (℃WB) 6 最大消費電力 (kW) 4.5  x  5

入口水温 (℃) 50

出口水温 (℃) 55

冷却能力 (kW) 296 ●外形寸法・質量

加熱能力 (kW) 296 高さ (mm) 2350

冷却時 3.54 外形寸法 幅 (mm) 2030

加熱時 2.98 奥行 (mm) 3300

3相 200V 50/60Hz 製品質量 (kg) 2572

冷却時 (A) 244 運転質量 (kg) 2644

加熱時 (A) 290 ・外形寸法には水配管接続部などの

冷却時 (kW) 83.6   突出部は含まれていません

加熱時 (kW) 99.3

冷却時 (%) 99

加熱時 (%) 99

(L/min) 300 ～ 1200 ●騒音値

冷却時 (L/min) 860 （測定位置：距離1.0m、高さ1.5m） 騒音値(dBA)

加熱時 (L/min) 860 コントロールボックス側 67.5

水圧損失 (kPa) 56.1 空気熱交換器側 70.4

系内最小保有水量 (L) 2189 水配管側 68.7

※電気特性､流量､水圧損失､系内最小保有水量は定格能力または設計能力時の値です

※四捨五入の関係で、各数値の表記が単体の数値の整数倍とならない場合がございます

※加熱能力は着霜及び除霜の補正をしておりません。設計工事資料の集積的加熱能力補正を加味してください

●電源設計

電源配線接続箇所 各モジュール内電源接続端子台(M10)

基　準　電　流 (A) 158  x  2

電　源　容　量 (kVA) 54.8  x  2

電源配線 IV線 こう長20ｍ以下  (mm2) 100  x  2

こう長50ｍ以下  (mm2) 100  x  2

CV線 こう長20ｍ以下  (mm2) 60  x  2

こう長50ｍ以下  (mm2) 100  x  2

アース線太さ (mm2) 14  x  2

手元スイッチ (A) 200  x  2

電源ヒューズ (A) 200  x  2

漏電遮断器容量 (A) 200  x  2

漏電遮断器感度電流 (mA) 200  x  2

T-O1_MD-O_MP-6.8.2-RevO2_SALES

条件・計算結果

環境条件

冷却時

加熱時

冷温水 流量

COP

電気特性

電源仕様

運転電流

消費電力

力率

流量範囲



仕　 様　 表

RUA-GP422HLK

RUA-GP422HLKM

空冷式熱源機（空冷ヒートポンプ）

ポンプレス機・標準タイプ・公共建築工事標準仕様(令和4年版)

(注1) (kW) 148 各モジュール内電源接続端子台(M10)

(注1) (kW) 148 (A) 158

冷 却 時 （注13) (kVA) 54.8

加 熱 時 100

(注1) 5.4 100

シルキーシェード(マンセル1Y8.5/0.5) 60

(mm) 2350 100

(mm) 1000 (mm2) 14

(mm) 3300 (A) 200

(kg) 1286 (A) 200

(kg) 1322 (A) 200

(注1,3) 3相 200V 50/60Hz (注12) (mA) 200

冷 却 時 (A) 能力・電気特性および標準流量は､下記条件時の値です｡

加 熱 時 (A) 　冷却：冷水入口 12℃/出口 7℃、 外気 35℃DB、 電圧200V

冷 却 時 (kW)   加熱：温水入口 50℃/出口 55℃、 外気 7℃DB, 6℃WB、 電圧200V

加 熱 時 (kW)   標準流量は出入口温度差＝5～10℃の範囲内としてください。

冷 却 時 (%) 99 IPLVは、IPLVc(冷却IPLV)を示します。

(注1) 加 熱 時 (%) 99 能力・性能は、JRA4066に基づく値を示します。

全密閉ロータリ式 現場の施工状況により力率が変化する場合があります。

(kW) 9.0 x 4 外形寸法には、水配管接続部などの突出分は含まれていません。

インバータ始動 電源電圧は変動があった場合でも、±10%以内を超えないようにし、

(W) 37 x 4 電源電圧間の不平衡は2%以内としてください。

RB74AF 水回路常用圧力：0.98MPa以下

(L) 2.0 x 4 流量範囲は、モジュール1台分の最低流量から最大流量です。

プレートフィンコイル 保有水量の計算は、バイパス経路等も考慮した配管流路で最も水量が

プロペラファン 少なくなる部分で計算してください。表中の保有水量は、水出入口設計

(m
3
/min) 1230(最大値) 温度差5℃差の場合の値です。

インバータ始動 表記の保有水量は、運転中に急激に無負荷となった場合でも安全に

(kW) 1.2 x 4 停止させるために必要な水量です。

プレート式(SUS316相当) 運転条件により、容量制御範囲は異なります。

(kPa) 始動後１時間は通常の使用範囲より高い冷水出口温度（冷却時、上限35℃）

冷 却 時 (L/min) または低い温水出口温度（加熱時、下限20℃）で運転可能ですが、それ以降は

加 熱 時 (L/min) 使用範囲内となるよう、必要に応じて冷温水回路のバイパス等により対応

(注4,10) 流　量　範　囲　(注5) (L/min) 150 ～ 600 してください。

(注6) (L) 加熱時、外気温度により温水出口温度に制限があります。

R32 水質基準項目および基準値については、日本冷凍空調工業会“冷凍空調

(kg) 8.8 x 4 機器用水質ガイドライン”（JRA-GL-02-1994)を満足してください。

電子膨張弁 騒音値は反射音の少ない場所で測定したものです。実際の据付状態では

(注7) (%) 0,5-100 周囲の騒音や反射の影響を受け、表示値より大きくなります。

マイコンによる 漏電遮断器は必ず設置してください。本機はインバータ装置を有しています

冷温水温度制御および流量制御 ので、誤動作防止のために高調波対応品を使用してください。

分散型逆サイクル方式  変圧器や発電機を選定する際には、インバータによる高調波電流の発生に　

冷 却 時 (℃) 4 ～ 30 伴なう損失を考慮した容量を選定する必要があります。高調波電流の発生に

加 熱 時 (℃) 25 ～ 55 伴なう損失を考慮した必要な容量については、変圧器や発電機のメーカへ

冷 却 時 (℃) -15 ～ 52 DB ご確認ください。

(注8,9) 加 熱 時 (℃) -15 ～ 21 DB 電源トランスを他の機器と併用する場合は、高調波ガイドラインに

高圧スイッチ、過電流保護、インバータ過負荷保護(圧縮機，ファン)、 示される各機器の換算係数Ki値によってキュービクル容量を

ケースヒータ、欠相保護、ヒューズ 算出して選定してください。

マイコン (圧縮機タイムガード、凍結防止、高温水防止、低水量、 電源容量は製品のみの必要最小容量を示しております。

吐出温度、低圧保護、センサ異常、水圧異常) モジュールコントローラ(MC)は弊社工場にて組み込みます。

(A) 65フランジ x 1 (JIS10K) 形名にMが付くものにモジュールコントローラが内蔵されており、

(A) 65フランジ x 1 (JIS10K) 連結されるモジュール（最大16モジュール)の内、1モジュールが

(A) PT40オネジ x 1 必要となります。

(A) - 全モジュールに連結金具が付属されています。(MC内蔵機を除く)

コントロール
ボックス側 64.7

空気熱交換器側 69.1

水配管側 65.9

(トン) 19.97

不要

S_RUA-GP422HL_B

騒     音     値 
(注11)

（測定位置：距離1.0m、
高さ1.5m）

(dBA)

法 定 冷 凍 ト ン

高 圧 ガ ス 保 安 法 手 続 区 分

保

護

装

置 (注14)

配

管

口

径

冷 温 水 入 口

冷 温 水 出 口

コ イ ル ド レ ン 口

ポ ン プ ド レ ン 口 (注15)

容 量 制 御

運 転 調 整 装 置
(注12)

除 霜 方 式 (注13)

使

用

範

囲

冷温水出口温度

外 気 温 度

系 内 最 小 保 有 水 量 1095 (注9)

冷　媒

種 類 (注10)

封 入 量

制 御 方 式 (注11)

冷

温

水

水 熱 交 換 器 (注7)

水 圧 損 失 54.6 (注8)

標 準 流 量 430

(注1) 430

空 気 熱 交 換 器 (注6)

送

風

装

置

送 風 機

風 量

始 動 方 式

電 動 機

(注2)

始 動 方 式 (注3)

ケ ー ス ヒ ー タ

冷 凍 機 油
種 類 (注4)

充 填 量 (注5)

145

消 費 電 力
41.8

49.6

力 率

圧

縮

機

形 式

電 動 機 出 力

製 品 質 量 電 源 ヒ ュ ー ズ

運 転 質 量 漏 電 遮 断 器 容 量

電

気

特

性

電 源 漏 電 遮 断 器 感 度 電 流

運 転 電 流
122 (注1)

高　　　　さ こう長50ｍ以下 (mm2)

　　幅　　　
(注2) ア ー ス 線 太 さ

奥　　　　行(注2) 手 元 ス イ ッ チ

電源配線

IV線
こう長20ｍ以下 (mm2)

Ｉ Ｐ Ｌ Ｖ こう長50ｍ以下 (mm2)

外

観

塗 装 色
CV線

こう長20ｍ以下 (mm2)

外

形

寸

法

冷 却 能 力

電

源

設

計

電 源 配 線 接 続 箇 所

加 熱 能 力 基　準　電　流

Ｃ Ｏ Ｐ (注1)
3.54 電　源　容　量

2.98



右側面図正面図
保温作業(現地施工)

(底面-φ40穴)(注6)

排出口(結露水・水抜き)

底面電源配線キット用ノックアウト穴

(底面-φ80穴)(注19)

電源ランプ,スイッチ

電源配線用穴

(φ80穴)

銘板

  水熱交換器水抜き用ポート

(注14)

(20ﾒｯｼｭ)

水配管(出口)

  入口フランジ

  コイルドレン配管接続口

  出口フランジ

ベース側面

平面図
(底面-φ35穴)

底面外部操作回路用ノックアウト穴

詳細図A

左側面図

吊上用穴

(4-φ25穴)

73

170

230
1000

339

62

モジュール間操作回路電線接続穴

(注18)

外部操作回路用穴

269178

500
760

2
54

51
0

5
45

30

102

23
5
0

998

据付用穴

(4-φ20穴)

109

2366
181

202960(据付用ピッチ穴)

3300

77
0

6
0

3000

39

65A:4-φ19

65A:4-φ19

エア抜き弁用ポート

ストレーナ

水配管(入口)

(注16)

1

2

3

7

4

5

6

8

3030

470

A

(注11)

底面電源配線用ノックアウト穴

(底面-φ80穴)(注19)

  ハウジング形管継手9

95
0

(据
付
用
ピ
ッ
チ
穴
)

11690

25
50
03
39

(φ35穴)

232

空冷式熱源機　外形図

D_RUA-GP512L_01

REV. A

SHEET / 41

名称 接続形状番号

コイルドレン配管接続口3 PT40Aオネジ

4 エア抜き弁用ポート PT15Aメネジ

ストレーナ

水配管(入口)6

5

SUS304相当

SUS304相当

ｹｰｼﾝｸﾞ:FC250相当

水配管(出口)7
SUS304相当

SUS304相当

8
SUS316相当

JIS10Kﾌﾗﾝｼﾞ

配管

JIS10Kﾌﾗﾝｼﾞ

配管

注1. 接液部について記載しています。

プレート、接続部

ロウ材 純銅

9 ハウジング形管継手(注1) EPDMガスケット

水熱交換器

入口フランジ1 65Aフランジ

出口フランジ2 65Aフランジ

30KQB102L_10JB01



矢視F

平面図

2
3
5
0

矢視E

F

E

1030(1030)

1000

30

(1000)

30

1000

(1030)1030

(1030)1030

500

760

178

底面外部操作回路用ノックアウト穴

2
5
4

5
1
0

5
4
5

3391030(1030)

6
2

500 1030 (1030)
20

29
6
0
(
据
付
用
穴
ピ
ッ
チ
)

2
3
66

3
30
0
 
(
モ
ジ
ュ
ー
ル
本
体
分
)

25 950(据付用穴ピッチ)
80

(950)
80

950

339

770 (1030) 1030

1030 (1030)

60 60 60

A

排出穴(結露水・水抜き)

(Bヶ所)

(Cヶ所)

据付用穴

電源配線用穴

コイルドレン配管接続口

(Bヶ所)

(Bヶ所)

1
16

9
0

1
81

(Bヶ所)

底面電源配線キット用ノックアウト穴

(Bヶ所)

底面電源配線用ノックアウト穴

水配管出口

水配管入口

(Bヶ所)

(Bヶ所)

232

空冷式熱源機　外形図

D_RUA-GP512L_01

REV. A

注2 図中A,B,Cは以下の値になります。

A
1000
2030
3060
4090
5120
6150
7180
8210

10270
11300
12330

B
1
2

4
3

10
11
12

32

44
48

40
36

20

28
24

4
8

16
12

C

6
5

7
8
9

1台

13360 13 52
14390 14 56
15420 15 60
16450 16 64

9240

モジュール連結台数

2台
3台
4台
5台
6台
7台
8台
9台
10台
11台
12台
13台
14台
15台
16台

注3. 別売部品の電源配線キットを使用する場合、電源配線キット取付時の寸法は、電源配線キット承諾資料を参照ください。

SHEET / 42

30KQB102L_10JB01



注22. 付属部品固定個所一覧

部品名

注18. 据付現場にて全モジュール据付後、各モジュール間の操作回路電線の接続が必要です。
注19. 製品下部のノックアウト穴を使用して電源配線を行なう場合は、基礎や鉄骨架台と干渉しないようご注意ください。
注20. モジュールコントローラはモジュール1台だけに内蔵されています。モジュールを複数台連結設置する際、
      モジュールコントローラには遠方発停回路等の現場配線が必要になる場合がありますので、現場配線を考慮した位置
　　　にモジュールコントローラを内蔵したモジュールを設置してください。
注21. 電気配線を通した配線用穴などは、穴のエッジ保護および水や粉塵などがモジュール内部に入らないように付属のパテ
　　　で処理してください。

【電気配線】

【付属部品】

出荷時に本体組込済みです。現地での試運転後の清掃及び保温作業が必要です(当社外)。

モジュール本体に組込まれているストレーナの保温作業も必要です。

出荷時に封入済みです。

本

冷媒・冷凍機油

各モジュール間制御配線結合作業

水配管、排水管

出荷梱包材　残材処理

現地試運転用電気、水

現地組立用電気、水の
他

そ

各モジュールへの電源供給

各モジュールへの接地工事 

搬入作業（車上から基礎上まで）

据付け固定作業

工場から現場館側まで

ストレーナ

(*1)

基礎工事

事

気
工

電

据
付

搬
入

体

アンカーボルト、座金、ナットは現地手配品となります。

各モジュール個別に電源を供給します。

各モジュール個別に接地工事をします。

車上渡しとなります。

モジュールコントローラ(MC)

熱源機本体

項目

必須別売品となります。

当社外当社内

○

注23. 納入範囲一覧

【納入範囲】

     (*1)：電源配線キットを使用する場合には搬入据付，電気工事の納入範囲に変更がありますのでご注意ください。
           (詳しくは電源配線キット承諾資料を参照ください。)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

(*1)

 注7. 熱源機が冬季季節風に直接さらされる条件下で運転を行なう場合は、空気側コイル面及びコントロールボックス面に
　　　ウインドバッフル(強風遮へい板)を別途取り付ける必要があります。
 注8. 冬季積雪がある地域では、防雪フードを別途取り付ける必要があります。
　　　また、熱源機上部に防雪ネットを取り付ける場合は、積雪を防ぐため降雪センサ(現地手配)を取り付け、降雪時の
　　　ファン強制運転を推奨します。モジュールコントローラに降雪センサの入力結線することでファン強制運転の対応が
　　　可能です。
 注9. 防振架台等を使用した場合にモジュール上部の衝突を防ぐため、付属の連結金具を使用してください。
注10. 第一種の冷凍機とブライン系統を共通にする場合には第一種冷凍設備となる場合がありますので、
      その際には圧力表示機能付きユニットコントローラを各モジュールに取り付ける必要があります。
　　　第一種冷凍設備になるかについては行政へ確認願います。
注11. ドレン水が凍る恐れのある場合には、排水管にヒータ等の凍結防止対策を施してください。なお、ヒータ取付時には
　　　排水管の材質(耐熱性)に注意してください。
注12. 設置工事作業中及び工事後は冷媒ガスが漏れていない事を確認してください。
　　　冷媒が火気に触れると引火する恐れがあります。
注13. 機器内の異種金属の接触を防止するため、インデント対応により、接続部を絶縁処理することができます。

注14. 水熱交換器および水配管の凍結事故を防ぐ為、電源を落して長期間停止される場合は、必ず水配管を不凍液で満たす
      か、または、水抜きを行なってください。なお、水抜きポートはモジュール1台あたり合計3箇所あります。水抜きを
      行う場合は3箇所全てから水抜きを行ってください。
注15. 集合水配管は、空気溜り防止及び水抜きを考慮して施工してください。
      また、入口側集合配管が地面または、出口配管と干渉しないように基礎の高さを考慮してください。
注16. 熱源機がシステムの最も高い位置になる場合には、各モジュールの入口配管に自動エア抜き弁(逆止機能付き)を設け
      てください。
注17. 冷(温)水の入口、出口配管寸法に誤差が生じるため、フレキシブルジョイント等で誤差を吸収してください。

 注4. 熱源機の周囲および集合水配管との間には、図1の据付スぺ－ス以上確保してください。
　　　※図1は新鮮外気を吸い込むのに必要なスペースです。製品周囲は高圧ガス保安法などに則り、
　　　必要な距離を設けてください。
 注5. 半地下や屋内への設置は行わないでください。
 注6. 雨水および機内結露水，ポンプドレン，水抜きの際の排水は、結露水排出穴からユニット下面へ排出されます。
      ただし、熱源機周辺が高温・高湿の環境で冷却および加熱運転をすると、外装パネル表面および結露水受けの
      ドレンパンの下にも結露が発生する場合がありますので、基礎面には防水処理を施し、排水された水が基礎面上に
      溜まらないように、また、周辺に拡がらないようにユニット周辺に排水溝、排水口等を設けてください。
      排出穴に、排水受け及び排水溝を施工する場合は、図2,3の施工例を参照してください。

【据付】 【水配管】

上部  障害物なきこと(吐出空気用)

図3 ベタ基礎の場合の排水受施工例

正面図 平面図

(正面)

A（下表参照）

90
0以

上

(mm)900以上

集合水配管

90
0以

上

外装パネル

排水溝

結露水排水穴

排水溝

図2 ゲタ基礎の場合の排水受施工例図1 据付スペース

(
ベ
ー
ス
か
ら
)

(φ40)

排水受(現地作業)
詳細図

水排出穴

詳細図参照

8
3

機種名 寸法Ａ(mm)

RUA-GP332(C/H)L(V)(M) 900

RUA-GP422(C/H)L(V)(M) 900

RUA-GP512(C/H)L(V)(M) 900

取扱説明書・据付説明書・保証書等

タッチアップペイント

連結金具

外付けサーミスタ

モジュール間通信

パテ

RUA-GP512FL(V)(M) 1200

MCが取付けられているモジュールの主電源端子台付近

MCが取付けられているモジュールの主電源端子台付近

モジュールコントローラ付近

各モジュールの主電源端子台付近

MCが取付けられていないモジュールの主電源端子台付近

固定場所

MCが取付けられていないモジュールの電源コントロールボックスの外装パネル付近

別売部品購入時

備考
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連結金具

連結金具

連結金具

右側面図

取付詳細図

チャンネル

M6ボルト

連結金具

M6ナット

30 (注27)

平面図

ワッシャー

232

連 結 金 具

D_RUA-GP512L_01

REV. -

SHEET / 44

注24. 連結金具はモジュールコントローラ内蔵機を除くモジュール１台に１セットを付属しています。

注25. 複数モジュールを連結する場合は、"モジュールの連結台数－1"セット分の連結金具が必要です。

　　　標準付属品の連結金具で不足する場合は別売部品の連結金具を手配してください。

注26. 振動によりモジュール同士が接触する可能性がありますので、連結金具を使用してください。

注27. 連結金具は、モジュール間を下図に示す最小寸法（モジュール下部間隔）で連続設置し使用できます。

注28. 連結金具は、モジュール本体の上部から下記の取付詳細図に示す向きに設置し、付属のM6ボルトとM6ナット、

　　　およびワッシャーを使用して固定してください。

注29. 連結金具は、チラー運転時の機器接触防止を目的としております。

　　　地震等の予期せぬ事態による変形を防止するための強度はありません。

注30. 連結金具を固定するM6ボルトとM6ナットの推奨締付トルクは6.0N・mです。

2連結金具

構成部品 個数

1

2

No.

M6ボルト 4【連結金具】
3 M6ナット 4

4ワッシャー4

30KQB102L_10JB01



ユニットコントローラ（UC）

記号説明表

ボックス配置図

※：モジュールコントローラ(必須別売部品)、圧力表示機能付ユニットコントローラ(別売部品)につきましては、各承諾資料をご参照ください。
ファンリアクタボックス

(詳細図D)

冷却ファン

インバータボックス(奥側)

(C,Dサーキット)(詳細図C)

電源コントロールボックス

(詳細図A)

電源配線用穴

(φ80穴)

インバータボックス(手前側)

(A,Bサーキット)(詳細図B)

外部操作回路用穴

(2箇所)
モジュール間操作回路電線接続穴

機器配置図

電源、コントロールボックス
詳細図 A

ALARM

CAPACITY
LIMITED

ALART

REMOTE

RUN

POWER

REMOTE

STOP

MODE

RUN

ランプ・操作パネル(電源ボックス内)

表示ランプ

運転スイッチ

停止スイッチ

冷却／加熱切替スイッチ

20SF(*) 四方弁コイル

制御基板

電流センサ

EEV1,2

CT1,2,3,4(*)

外気温度センサ

電源基板

OAT

PB1

FAN1,2,3 制御冷却ファン二方弁コイル20SV(*)

パワ－モジュ－ルIPM1,2(*)

PSH(*) 圧力センサ

圧力センサPSL(*)

コンデンサC1,3,4,5(*)

高圧スイッチ

PWM A4 IPDU(*) 制御基板

電磁接触器52C(*)

ヒ－トシンク温度センサTH(*)

MFO(*) 送風機用電動機

CH(*) ケ－スヒ－タ

水温センサ

水圧センサ

LT

PSW(L)

MCtr

RY1,RY(*)

モジュ－ルコントロ－ラ

リレ－

配管温度センサSGT(*)

MC(*) 圧縮機

コネクタ

水温センサ

水圧センサ

電源ブレ－カ

CN

ET

PSW(E)

CB(MC)

CGT1,2(*) 熱交温度センサ

R1(*) 抵抗

PTCサ－ミスタPTC(*)

サ－キットブレ－カCB1,CB(*)

配管温度センサDGT(*)

THB 雷サ－ジ基板

VA(*) バリスタ

MT 水温センサ

L1,2(*) リアクタ

(吐出ガス)

(吸込ガス)

(高圧圧力)

(出口)

(出口)

(中間)

(高圧)

(低圧)

63H(*)

フィルタ基板NF1,NF(*)

PMV1,2(*) 電子制御弁

制御基板CPU

IO 入出力基板

RT(*) リアクタセンサ

RA1,2,3 ファンリアクタ

PB2 電源基板 (MCtr付きのみ)

二方弁コイル (インジェクション)

F2,3,7,8 ヒュ－ズ (25A) PMV In(*) 電子制御弁 (インジェクション)

(入口)

CB(A)

TB3

NF1

CB(B) CB(C) CB(D)

TB1

HIF

CPU

MCtr

(モジュ-ルコントロ-ラ付きのみ)

 CB1 

PB2

IO

PB1

CB(MC)

TB7

R   S   T

HF コネクタ

詳細図 D
ファンリアクタボックス

EEVボックス1

EEVボックス2

(MCtr付きのみ)

HIF 制御基板

TB7

TB1,3,5 タ－ミナルブロック

(MCtr付きのみ)タ－ミナルブロック

遠方／手元切替スイッチ

20SV IC(*)/IH(*)
AB

CD

注：*印には"A""B""C""D"(サーキット名)が入ります。

(モジュ-ルコントロ-ラ付きのみ) ア－ス端子

THB

手前側

 奥側 

手前側

 奥側 

インバータボックス
詳細図 C

インバータボックス
詳細図 B

(B)
IPM2

(B)
IPM1

(A)

PWM

(A)
IPM2

(A)
IPM1

CT3
(B)

CT4
(B)

CT3
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(B) (B)
CT2CT1
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PTC
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注3. 付属の配線を使用し、モジュール間の操作回路電線の接続を行ってください。(図４)

　　 モジュール間配線は内線規程に従って配線保護を行ってください。

　　 モジュール間が30mmを超える場合は付属の操作回路電線を使用することはできません。

　　 その場合は、モジュール間距離を考慮した電線および配線保護を手配し、施工してください。

　　 電源線や操作回路電線を通した電源配線穴は、水や粉塵などがモジュール内部に入らない

　   ように処理してください。注2. 端子台のネジサイズ及び、トルク値は下表をご覧ください。

    (破断トルクを超えるトルクは絶対にかけないでください。端子台が破損する恐れがあります。)

注1. 電源配線は、右側面電源配線穴(図１)、もしくは底面電源配線穴(図２)を

     使用して配線することができます。

　　 モジュールコントローラの電源をユニット外から供給する場合には

　　 MC電源端子台に取り付けられたジャンパ線を取り外し、モジュール本体とは別の電源から

     配線した電線をMC電源用端子台に配線してください。(図3)

図２ 電源線配線例(底面電源配線穴使用)

電源端子台 TB1

(注１)(注２)

アース端子

(M8)

底面電源配線用ノックアウト穴

(底面-φ80穴)
底面電源配線用ノックアウト穴

(電源配線キット用)(底面-φ80穴)

コントロールボックス

図１ 電源線配線例(右側面電源配線穴使用)

図4 モジュール間操作回路電線配線例

M10

ネジサイズ
電源端子台 TB1

端子台

20N・m

トルク値(推奨)

コントロールボックス

電源端子台 TB1

(注１)(注２)

アース端子

(M8)

電源配線用穴

(φ80穴)

モジュール間操作回路電線

電源ボックス側

隣のモジュールへ

電源端子台 TB1

(注１)

CPU

コントロールボックス側

隣のモジュールへ

モジュール間操作回路電線接続穴

破断トルク値

1.2N・m

25N・m

1.8N・mMC電源用端子台 M4

図3 ジャンパー線配線例

ジャンパ-線

(注1)
(a)ジャンパ線を取り外す

電源線

MC電源用端子台

(注1)(注2)

(b)電源線を接続する
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IO-BOARDデジタル出力

1 2 3 4

ON

SW2

CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN11

AI1 AI2 AI3 AI4 AI5 AI6 AI7 AI8

1 2 3 4

ON

5 6 7 8 1 2 3 4

ON

5 6 7 8 1 2 3 4

ON

SW5SW4SW1

AO
1

AO
2

AO
3

AO
4

CN
12

CN
13

CN
14

CN
15

SW3

IO1 IO4 IO5 IO8 IO9 IO12 5V 12V IN8 NC

GND IO3 GND GND IO7 GND IO11 5V 12V NC

GND IO2 GND IO6 GND IO10 12V 5V 12V NC

GT1

CN16 CN17 CN18

D06 D08 D01 D03

D05 D07 COM D02 DI1 DI3 DI6

GT2

CN22

CN21

CN19

CN3

CN1 CN2

CN20

J1
DI2 DI4 DI5 DI7COM

D04 COM DI8

COM

注4　ユニット毎の出力が必要な場合にご使用ください。

　　 一括運転、一括故障、一括ポンプ連動出力はモジュールコントローラから出力します。

注5　IO-BOARD上の端子台(GT2)に直接配線する場合は、M3端子を使用してください。

注6　雨の日の接続作業はできるだけ避けてください。

　　 やむを得ない場合は雨がかからないような対策を施してからアクセスパネルを開けてください。

注7　GT2各出力接点はAC/DC30V以下、接点電流100mA～1Aの範囲で使用して下さい。

     GT2 #1(D05),#11(D06)は誘導負荷用にスパ－クキラ－(120Ω/0.033μF)が付いています。

出力表(無電圧a接点連続出力)

 圧縮機運転時に出力します(圧縮機が1台でも運転している場合に基板上の接点が

 「閉」になります)。

説明名称端子番号

圧縮機運転

 故障発生時に出力します(故障発生時に基板上の接点が「閉」になります)。個別故障

記号

IRL

IOL

 外部ポンプ等の運転が必要な場合に出力します(出力時に基板上の接点が「閉」

 になります)。
個別ポンプ連動88IPB

 冷却／加熱運転モードを出力します(加熱運転時に基板上の接点が「閉」

 になります)。
IM 個別モード

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

IM IRL

88IPBIOL

GT2

D06

D05

D08

D07

D01

COM

D03

D02

COM

D04

DI2

DI1 DI3

DI4 DI5

COM

DI7

DI6

COM

DI8

GT2.15(COM)-GT2.5(DO4)

GT2.15(COM)-GT2.13(D01)

GT2.15(COM)-GT2.4(D02)

GT2.15(COM)-GT2.14(DO3)

MAX30V,100mA～1A

     その他の接点に誘導負荷を使用する場合は、外部でサージ対策が必要です。
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モジュ－ルコントロ－ラ(必須別売部品)
概要 1.負荷に応じて各モジュールに運転・停止の指示を行ってモジュール群制御を最適化します。

2.外部入力や外部出力を行って機能を付加します。

ホーム画面

　現在の熱源機の運転状態が確認できます。

　運転・停止、手元・外部等の運転切換や系統毎

　のおおまかな運転情報を表示します。

モジュールコントローラ運転切替画面　

”運転”または”停止”の操作をすること

ができます。また”系統A運転”、”系統

B運転”の”許可”または”禁止”を選択

します。”禁止”を選択すると”運転”で

あっても該当の系統は運転しません。

遠方切替画面

”手元操作”、”外部操作”または”遠

方操作”の操作パターンの切換を行うこ

とができます。

故障履歴表示画面

過去16件分の故障履歴を表示することが

できます。故障履歴では故障発生日時、

故障コード、故障内容を表示します。

画面構成と機能概要

MCパターン切替画面

選択した”MCパターン”の設定内容にて

運転制御します。

情報/操作画面

エバコン用電磁弁操作画面

系統ごとにエバコン電磁弁の開閉を行い

ます。

ユニットコントローラ情報画面

各モジュールの運転情報(遠方・手元、運

転・停止、故障コード等)を確認すること

ができます。

ユニットコントローラ詳細情報画面

各モジュールのサーキット毎の詳細な運

転情報を確認することができます。

系統情報画面

各系統の運転情報(入口水温、出口水温、

還水温度、往水温度、故障コード等)を

表示します。

メニュー画面

メニューボタンを押し、パスワードを入

力することで、メニュー画面に切り替え

ることができます。

MCパターン設定画面

各”MCパターン”を設定することができ

ます。

お問い合わせ番号画面

お客様問合せ番号、ソフトウェア番号を

表示します。

運転データ保存設定画面

SDカードへの運転データの保存を設定す

ることができます。

日時設定画面

モジュールコントローラの現在の日時を

設定することができます。

FlashAir設定画面

FlashAirの”SSID”、”PASSWORD”、

”接続時間”の設定ができます。

DNコード設定画面

モジュールコントローラのDNコードを設

定することができます。

パスワード設定画面

モジュールコントローラのパスワードを

設定することができます。

LCD設定画面

LCDのバックライトとコントラストを設定

することができます。

ユニットコントローラ操作画面

ユニットコントローラごと遠方・手元、

運転・停止、運転モードを操作します。
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表示・操作パネル画面構成

機器配置図

200V級仕様

400V級仕様

(コントロールボックス内)

※ いずれかのモジュール

   1台に内蔵されています。

モジュールコントローラ配置図

POWER:GREEN

RUN:GREEN

ALARM:YELLOW

ランプ・操作パネル、

モジュール単独運転用スイッチ
（背面側にユニットコントローラ用CPU制御基板）

表示ランプ

操作ボタン

相対湿度センサボックス

モジュールコントローラ ランプ・操作パネル,スイッチ

モジュールコントローラ　　

制御回路・ファンモータ・

ポンプブレーカCB1
(注7)

モジュールコントローラ用

電源端子台TB7

ランプ・操作パネル、

モジュール単独運転用スイッチ
（背面側にユニットコントローラ用CPU制御基板）

モジュールコントローラ用

電源端子台TB7

モジュールコントローラ　　

制御回路・ファンモータ・

ポンプブレーカCB1
(注7)

モジュールコントローラ用

電源端子台TB7

制御回路・ファンモータ・

ポンプブレーカCB1

(背面側にI/Oボード、モジュール

コントローラ用電源基板PB、モジ

ュールコントローラ用CPU制御基

板、モジュールコントローラ用電

源ブレーカ CB(MC)）

モジュールコントローラ　　 ランプ・操作パネル、

モジュール単独運転用スイッチ
（背面側にユニットコントローラ用CPU制御基板）

ホームボタン

メニューボタン

戻るボタン

確定ボタン

カーソル操作ボタン

(背面側にI/Oボード、モジュール

コントローラ用電源基板PB、モジ

ュールコントローラ用CPU制御基

板、モジュールコントローラ用電

源ブレーカ CB(MC)）

※※ RUA-GP512F(L)(N)(V)

     RUA-UP512F(L)(N)(V)のみ
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GT1.1-11

GT1.21-22 系統  内蔵ポンプ・差圧弁制御用の往水管と還水管の差圧を入力しますDP往・還水管差圧

 内蔵ポンプ制御用の負荷側流量を入力します系統Q負荷側流量計

系統  外部から設定温度を変更する場合に使用します外部設定温度未設定 -

アナログ入力(設定可能点数：8 )
設定区分

 7ページの外付けセンサを使用し、内蔵ポンプ制御用の往水温度を入力します入力電圧 DC0～5.0V

入力電流 4～20mA

電圧/電流信号は

DIP SW4で切替可。

説明入出力記号名称端子番号

入出力表
モジュールコントローラ内手元(外部)時における

運転及び停止スイッチ有効一覧

操作パネル運転スイッチ

操作パネル停止スイッチ

外部運転信号

外部停止信号

○…有効，×…無効

×

×

○

○

○

○

手元時 外部時

×

○

 MC遠方時に出力します

 いずれかのモジュールの散水運転時に出力します

 非蓄熱(OFF)／蓄熱(ON)の運転モードを出力します

 外部ポンプ等を連動運転する場合に使用します

 軽故障発生時に出力します

 重故障発生時に出力します

 差圧弁への指令開度(0～100%)を出力します

 瞬時運転容量(0～100%)を出力します

 外部ポンプ等のポンプインターロック検出を有効にします

 外部から運転パターンを切換える場合に使用します

 外部から運転パターンを切換える場合に使用します

 外部からデマンドを有効にする場合に使用します

 外部から系統別に運転／停止を行う場合に使用します

 外部パルス信号による停止操作を行う場合に使用します(注3)

 外部パルス信号による運転操作を行う場合に使用します(注3)

 外部メイク信号による運転／停止操作を行う場合に使用します(注3)

 運転パターンに基づき、出力します

 運転パターンに基づき、出力します

 瞬時能力(0～5000kW)を出力します

系統CAP運転容量GT1.25-26

未設定

未設定

インデント対応

GT2.5-15

GT2.2-3

GT2.3-11

GT2.4-15

GT2.14-15

GT1.5-15

未設定

出力電流 4～20mA

無電圧a接点連続出力

遠方出力

エバコン出力

運転モード2

ポンプ連動

パターン出力2

パターン出力1

-

-

RM2

88PB

RP2

RP1

重故障

軽故障

差圧弁開度

簡易能力

OL1

OL2

DPV

-

全体

系統

全体

全体

系統

系統

系統

系統

系統

系統

未設定

未設定

無電圧a接点連続入力

ON/OFF運転／停止(メイク)

運転パターン１

運転パターン２

系統別運転許可

停止(パルス)

運転(パルス)

デマンド

88PB

SS1

SS2

SRP

OFF

ON

DM

全体

(注2)

全体

全体

系統

全体

系統

系統

全体

デジタル入力(設定可能点数：8 )

(注1)

注1　アナログ入力レンジの設定はモジュールコントローラの入出力設定画面で変更することが可能です。

     モジュールコントローラのアナログ入力レンジはDC0～5.0Vの範囲で設定ができます。

注2　無電圧a接点入力端子には、有電圧を印加しないでください。

注3　現地での設定変更により、外部の運転/停止入力をパルス信号に変更することが可能です。

　　 パルス信号受け入力を使用する場合については、パルス幅は500msec以上としてください。

注4　アナログ入出力端子と接点入出力端子にはノイズ等が印加されないようにしてください。

　　 また、アナログ出力を電圧で行う場合は別途お問い合わせください。

注5　端子番号は工場出荷時の設定を表記しています。設定区分が系統の箇所は「系統A」を設定しています。

注6　表に示した以外に、デジタル出力にデフロスト出力や凍結防止運転出力などの設定の追加をインデント

     対応で行うことができます。インデント対応が可能な設定については別途お問い合わせください。

GT1.11-12 外部往水温度センサ ST 系統

GT1.2-11 外部還水温度センサ RT 系統  7ページの外付けセンサを使用し、内蔵ポンプ制御用の還水温度を入力します

GT2.13-15 運転 RL1 全体

未設定 運転 RL2 系統

GT2.1-3 運転モード1 RM1 系統  冷却(OFF)／加熱(ON)の運転モードを出力します

 MC外部時に出力します未設定 外部出力 - 全体

 MCのパターン連動出力設定に基づき出力します未設定 パターン連動出力1 - 全体

 MCのパターン連動出力設定に基づき出力しますパターン連動出力2未設定 - 全体

未設定

（ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀ電磁接触）

GT2.6-GT1.29

GT2.17-GT1.29

GT2.9-GT1.29

GT2.16-GT1.29

GT2.7-GT1.29

 いずれかの系統の運転時に出力します(容量制御による圧縮機停止時も出力します)

 指定された系統の運転時に出力します(容量制御による圧縮機停止時も出力します)

ポンプインターロック

デジタル出力(設定可能点数：8 )

アナログ出力(設定可能点数：4 )

運転パターン入力(出力)一覧

パターン1

SS2
運転パターン

SS1

(RP2)(RP1)

OFFOFF

パターン2 OFFON

パターン3 OFF

パターン4

ON

ONON
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電気配線図

4 5 6 7 8 ディップスイッチ（ＳＷ1）は、下表のアナログ入力に対応しており、サーミスタ入力の場合は”ON”、電圧入力の場合は”OFF”となります。

ディップスイッチ（ＳＷ4）は、電圧入力の場合は”OFF”、電流入力の場合は”ON”となります。

ディップスイッチ（ＳＷ5）は、電圧出力の場合は”ON”、電流出力の場合は”OFF”となります。

I/O-BOARD ディップスイッチ設定 

アナログ入力SW1

AI11

AI22

AI33

AI44

5 AI5

6 AI6

7 AI7

8 AI8

記号 1系統 2系統

AI1

AI2

AI3

AI4

AI5

AI6

AI7

AI8

Q Q1

DP DP1

ST ST1

RT RT1
- Q2

- DP2
- ST2
- RT2

アナログ入力表（注10）

SW1

1 2 3

ON

OFF

1GT1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 3019
Q

t°

RT Q2

t°

ST2DPV DP DP2

t°

RT2 CAP

t°

ST

(注10,11)
(注11)

AI1 AI4 AI5 AI8 AO1 AO4 12V 5V 12V MC GND AI3 GND AI7 GND AO3 5V 12V 5V NC GND AI2 GND AI6 GND AO2 12V 5V 12V NC

CPU制御基板

ユニットコントローラ

CPU制御基板（表示・操作パネル裏面）
およびLCD基板（表示・操作パネル）

I/O-BOARD

モジュールコントローラ用

モジュールコントローラ

CN8

3 12

CB(MC) DC12V

T
r
 
 
 PB3

L

N

1

3 3

4

5

2

1

+
-FG

190V/200V

207.5V/220V

200VCB(MC)
PB3

L

N

1

3 3

4

5

2

1

+
-

DC12V電源単相
200Ｖ

（注7）

FG

電源単相
400Ｖ

（注7）

CN6CN9

CN1

CN1
3 12 3 12

2

1

2 1

RY6

11

RY8

12

RY1

13 14 15

IN2

16

IN4

17

IN5

18

IN7

19 20

RY3

(DO6) (DO8) (DO1)
COM

(DI2) (DI4) (DI5) (DI7)
COM

(DO3)

GT2

RY5

1

RY7

2 3

RY2

4 5

COM
RY4 IN8IN1

6

IN3

7 8

IN6

9 10

COM
(DO5) (DO7) (DO2) (DO4) (DI8)(DI1) (DI3) (DI6)

CN23

CN17

3 12

3 12

F6 1A

(IO2) (GND) (GND) (IO10) (5V) (12V) (NC)(GND) (IO6) (12V)

(IO1)

AI1

(IO4)

AI4

(IO5)

AI5

(IO8)

AI8

(IO9)

AO1

(IO12)

AO4

(12V)

DC12V

(5V)

DC5V

(12V)

DC12V

(NC)

NC

(GND)

GND

11

(IO3)

AI3

12

(GND)

GND

13 14

(GND)

GND

15

(IO11)

AO3

16 17

(12V)

DC12V

18

(5V)

DC5V

19 20

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

(IO7)

AI7

(5V)

DC5V

(NC)

NC

GT1
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

GND AI2 GND AI6 GND AO2 DC12V DC5V DC12V NC

88PBSS2ON/OFFOL1 88PBRM1 RP2

RP1 RL1 OL2 DMSS1

1

2

1

2

CN4

3

4

2

1 1

2

3

4

CN5

3

4

2

1 1

2

3

4

CN5

1

2

1

2

CN4

2

1

4

3
33

44

2

4

3

1

33

44

TB7

TB7

1

3

1

3

4 5 6 7 8

SW4

1 2 3

ON

OFF

4

SW5

1 2 3

ON

OFF

CN4

12

注 7 モジュ－ルコントロ－ラの電源をモジュール本体以外から供給する場合、※印のジャンパ線を

     取り外し、端子台の３番、および４番にモジュールコントローラに供給する電源を接続してください。

     また※印はモジュール本体のブレーカの１次側に接続されていますので、取り外し作業を行う場合は

     モジュール本体のブレーカの上流側の現地ブレーカを遮断したうえで作業を行ってください。

     モジュール本体から電源供給する場合、サービス時などにＣＢ1よりも上流にある現地ブレーカを

     遮断すると、モジュールコントローラの電源が遮断されて、全モジュールが停止しますので

     ご注意ください。

注 8 雨の日の操作パネルでの操作はできるだけ避けてください。やむを得ない場合は雨が

     かからないような対策を施してからアクセスパネルを開けてください。

注 9 GT2各出力接点(端子台名:D01～D08)はAC/DC30V以下、接点電流100mA～1Aの範囲で使用してください。

     出力接点GT2 #1(D05),#11(D06)は誘導負荷用にスパ－クキラ－(120Ω/0.033μF)が付いています。

     その他の接点に誘導負荷を使用する場合は、外部でサージ対策が必要です。

注10 1つのMCで2つの水系統を制御する場合、MC画面にて左下のアナログ入力設定表のように変更してく

  　 ださい。その際は、ディップスイッチ設定も変更してください(左下のディップスイッチ設定を参照

     してください)。また、各入出力接点を接続する際は、COMMON側に"-(ﾏｲﾅｽ)"を接続してください。

注11 I/OボードのGT1の各アナログ入力(端子台名:AI1～AI8)は0～5Vの範囲で使用してください。

注12 グループコントローラ、グループリモコンの接続先はそれぞれの取扱説明書を参照してください。

※

※

グループコントローラ（別売部品）、

注12

- +G

グループリモコン（別売部品）
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CAP

88PB

OFF

OL2

OL1

DPV

DP

HM

HF

CB

CN

DM

停止(パルス)（現地手配）

コネクタ(通信用)

コネクタ(通信用)

差圧弁開度（現地手配）

重故障（現地手配）

軽故障（現地手配）

往・還水管差圧信号（現地手配）

コネクタ　

運転容量（現地手配）

デマンド信号（現地手配）

モジュ－ルコントローラブレ－カ

Q 負荷側流量計信号（現地手配）

外部還水温度センサ（現地手配）

モジュ－ルコントローラ電源スイッチ

運転モ－ド（現地手配）

運転（現地手配）

運転パタ－ン1（現地手配）

運転パタ－ン2（現地手配）RP2

RT

RP1

RM1

RL1

S

タ－ミナルブロック

外部往水温度センサ（現地手配）

トランス

運転パタ－ン2（現地手配）

運転パタ－ン1（現地手配）

Tr

SS2

SS1

ST

TB

ポンプインターロック（現地手配）

ポンプ連動（現地手配）

運転/停止(メイク)（現地手配）

ON 運転(パルス)（現地手配）

記号説明表2
記号説明表1

MC 故障表示コード表

端子台と名称

現場結線

盤内結線

ON/OFF

記号名称記号 記号名称記号

故障内容故障コード

ポンプインタ－ロック異常00002
グループコントローラ通信異常0001C
モジュールコントローラ通信異常0001D
外付け還水センサ異常000E0
外付け往水センサ異常000E1
流量計異常000E2
差圧計異常000E3

1GT1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

GT1

GT2

GT2 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

RY5(DO5)

RY7(DO7)

COM

RY2(DO2)

RY4(DO4)

IN1(DI1)

IN3(DI3)

COM

IN6(DI6)

IN8(DI8)

RY6(DO6)

RY8(DO8)

RY1(DO1)

RY3(DO3)

COM

IN2(DI2)

IN4(DI4)

IN5(DI5)

IN7(DI7)

COM

端子台 NO 端子台名 端子台 NO 端子台名 端子台 NO 端子台名

NC(NC)

DC5V(5V)

DC12V(12V)

DC5V(5V)

AO3(IO11)

GND(GND)

AI7(IO7)

GND(GND)

AI3(IO3)

GND(GND)

NC(NC)

DC12V(12V)

DC5V(5V)

DC12V(12V)

AO4(IO12)

AO1(IO9)

AI8(IO8)

AI5(IO5)

AI4(IO4)

AI1(IO1)

NC(NC)

DC12V(12V)

DC5V(5V)

DC12V(12V)

AO2(IO10)

GND(GND)

AI6(IO6)

GND(GND)

AI2(IO2)

GND(GND)

F6 ヒューズ T1A 500VAC
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熱源機外部配線接続方法 電源接続

冷(温)水ポンプインターロック等の熱源機外部配線(現地手配)の結線を行う際は、下記のように

行ってください。

1. モジュール間操作回路電線接続穴とコントロールボックスの左側面にある穴に外部配線を通し

   てください(コントロールボックスの1番上の穴)。

2. 外部配線の端部にリング端子(M3)を取り付け、電気配線図に示すターミナル番号の位置に外部

   配線を接続してください。

3. 端子部に負荷がかからないように外部配線をリード線クランプで固定してください。

4. 操作回路電線を通した外部操作回路穴や外部操作回路用ノックアウト穴は、穴のエッジ保護

   および水や粉塵などがモジュール内部に入らないように処理してください。

図3 電源配線接続例

図1 熱源機外部配線接続例

(1)側面の外部操作回路用穴を使用する場合 (2)底面の外部操作回路用ノックアウト穴を使用する場合

詳細図(図2)
電源コントロールボックス

モジュールコントローラ

外部操作回路用穴

詳細図(図2)
電源コントロールボックス

モジュールコントローラ

底面外部操作回路用

ノックアウト穴

電源コントロールボックス

モジュールコントローラ

端子台 GT1
リング端子(M3)

端子台 GT2
リング端子(M3)

I/Oボード

モジュールコントローラ
ブレーカ CB(MC)

図2 詳細図

（1）モジュール本体から電源を供給する場合

    1. 出荷時の状態でモジュール本体から給電するため、特別な作業は不要です。

（2）電源線を接続する場合

    1. モジュール本体のブレーカの上流側の現地ブレーカを遮断してください。

       また作業前にMC用電源端子台に電圧がかかっていないかを確認してください。

    2. MC用電源端子に取り付けられたジャンパ線を外してください。(図3(a))

　　3. モジュール本体とは別の供給電源から配線した電線を、側面電源配線穴、もしくは底面電源

　　　 配線穴を通して、MC用電源端子台に配線してください。

    4. 端子部に負荷がかからないように電源配線を固定してください。(図3(b))

    5. モジュールコントローラの電源容量は70VAです。

(a)ジャンパ線を取り外す (b)電源線を接続する

ジャンパ-線 電源線

MC用電源端子台
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取付方法

別売部品　内容物一覧（形名：RBP-RTHS)

No.
1
2
3

部品名
センサ

サ－モウェル
カップリング

個数
2個
2個
2個

制御概要
外付けセンサ(往・還水温度用2ヶ)を用いて負荷側の必要流量と熱源機側
流量のアンバランスを検知し、冷(温)水循環用内蔵ポンプの運転台数およ

外付けセンサ（別売品）

防水クランプ締付キャップ

カップリング(配管に溶接してください。)

センサ感温部

冷温水配管

サ－モウェル

リング端子(M3)

1.配管に穴(φ20)をあけR1/4メネジのカップリングを溶接してください。
  カップリングを取付ける場所は、配管内の水温を確実に検知できる部分にしてください。
2.サーモウェルにシールテープを巻き、溶接したカップリングに取り付けてください。
3.センサの感温部をカップリングに挿入してください。
  この時、センサ感温部先端がサーモウェルの底に当たるまで挿入してください。
4.防水クランプ締付キャップを締めて固定してください。
5.リング端子(M3)をモジュールコントローラ用入出力端子台に
  接続してください。その際、ノイズの影響を受けないように、
  電線管を通し電線管をアース配線してください。又は、動力線を並走させないでください。

24mm 30m

外付けセンサ

(注12)

コントローラ
モジュールモジ

ュー
ル

モジ
ュー

ル

A
H
U モジ

ュー
ル

M
C

モジ
ュー

ル
1m以上

外付けセンサ

(注12)

コントローラ
モジュールモジ

ュー
ル

モジ
ュー

ル

バ
イ
パ
ス
弁

A
H
U モジ

ュー
ル

M
C

モジ
ュー

ル

1m以上

P

差
圧
計

単式ポンプシステムの場合

複式ポンプシステムの場合

膨張タンク

フ
リ
ー
バ
イ
パ
ス
回
路

膨張タンク

28mm

び運転周波数を制御します。(注12)(注13)

(注17)

注12　外付けセンサ1セットあたり水回路1系統分のセンサとなります。
　　　モジュールコントローラ入出力設定により2系統分の外付けセンサをご使用
　　　になる場合は、外付けセンサを2セットご注文ください。
注13　ポンプレス機における外付けセンサは、制御用ではなく往・還水温度モニタ
　　　リング用としてご利用いただけます。
注14　往水温度用の外付けセンサは、合流部から1m以上離して設置し、
　　　正確な往水温度を検知できるようにしてください。
注15　モジュール内蔵ポンプによる冷(温)水のショートサイクル防止のため、
　　　バイパス管は最低保有水量が確保できるような位置に設けてください。
注16　外付けセンサの電線の長さは30mです。30mを超える長さが必要な場合は、
　　　別途お問い合わせください。
注17　センサが配管内部に挿入される長さは28mmです。
　　　正しく水温検知できる位置を選んで施工してください。
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防振架台仕様書
標準／耐塩共用仕様

型式 ＮＳＣＯ－ＵＰＥ２１ＮＣ

機器

機器質量

東芝キヤリア

現場名

系統名

図番 １－ＴＣＣ３６４－Ｊ０２

発行日 承認 設計 作図

'17.04.12 加納 内野 内野

番号 日付 改訂記事

架台質量 kg113kg x 2台= 226

表面処理 溶融亜鉛めっき

2種・HDZ40

A3 SCALE= 1:30

<アンカー寸法図>(外形寸法は下ベースを示す) SCALE= 1:40

耐震ストッパーボルト

ＲＵＡ－ＵＰ５１１(Ｈ)(Ｌ)(Ｎ)(Ｖ)(Ｚ)２

機器固定ボルト 溶融亜鉛めっき

セットM16×120L 8(平W×2,NT×2付)

架台連結ボルト

M16×190L(角W×2,NT×2付)

溶融亜鉛めっき

8セット

防振材 個10x2= 20

2x2=  4 個

NS181-180

NS181-240

ＲＵＡ－ＵＰ５１１ＨＦ(Ｌ)(Ｎ)(Ｖ)(Ｚ)２

ＲＵＡ－ＵＰ５６１(Ｈ)(Ｌ)(Ｎ)(Ｖ)(Ｚ)２
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<ストッパー>

<注記>

1.架台の据え付け

　下ベース全面で水平面に設置してください。

　機器の設置方向は上図を参照ください。

3.防振材の初期配置は理論上のものです。

2.アンカーボルトは含まれておりません。

　先様にてご用意ください。

機器設置後に左図　　　　共に1～2mm程度

　隙間を開けてください。

5.本書中の規格値は相当仕様です。

A B

　状況に応じてレベル調整をお願い致します。

　レベル調整は防振材の移動で行います。

ネミー株式会社

耐震基準 2.0G

本6x2= 12M20

上ベース

下ベース

□75x75xt2.3

□60x60xt2.3

ＲＵＡ－ＵＰシリーズ

<アンカー>(参考)
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接着系アンカー(M20)

有効埋込：160mm以上

6.品質改善のため製品の仕様は予告無く変更する

場合があります。

4.ストッパーの調整
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出
荷
時
＝
2
45

荷
重
時
≒

24
0

3010(上ベース)

2995(下ベース)

２台連結

(配
管
側
)

(2x4-φ20)

機器固定ボルト孔

アンカーボルト孔

(2x4-φ24)
10
30

20
60
(上

ベ
ー
ス
) 1
03
0

10
15

20
45
(下

ベ
ー
ス
)

1
5

1
01
5

25 2960 25

40
95
0

40

(
配
管
側
)

15
0

7
15

31
5

2
04
5

30 2935 30

10
15

15

2995



納入仕様書

空気調和機

平成２２年１１月１０日

完成図面

（検査成績表添付）

製品名

参考図

九州支社　空調課

納入仕様書

2024年2月8日



ﾕﾆｯﾄ型空調機　共通仕様書

ｹｰｼﾝｸﾞ ﾌﾚｰﾑ

外板ﾊﾟﾈﾙ（外板）

外板ﾊﾟﾈﾙ（内板）

断熱材 外板ﾊﾟﾈﾙ

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ裏面

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝ

架台

冷温水ｺｲﾙ ﾁｭｰﾌﾞ

ﾌｨﾝ

出入口ﾌﾗﾝｼﾞJIS 10K ﾍｯﾀﾞｰ

ｹｰｼﾝｸﾞ

送風機 ｼﾛｯｺﾌｧﾝ

防振装置

電動機 （SA)　IE3ﾓｰﾀｰ 3相  200V  60Hz

（RA)　IE3ﾓｰﾀｰ 3相  200V  60Hz

たわみ継手

ﾌｨﾙﾀｰ

加湿器

全熱交換器

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ・外板ﾋﾞｽ 機内ﾄﾞｯｷﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ

外板ﾋﾞｽ SS材　　　　ｽﾄﾛﾝｺｰﾄﾒｯｷ（樹脂ｷｬｯﾌﾟ付）

静止型 (難燃紙ｴﾚﾒﾝﾄ)

SS材　　　　　ｸﾛﾒｰﾄ処理

気化式加湿器

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ防振

ｺｰﾃｯﾄﾞｶﾞﾗｽ 

ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ ASHRAE質量法82％

中性能ﾌｨﾙﾀｰ JIS比色法捕集率65%

ﾌﾞﾚｰﾄﾞ（ｼﾛｯｺ）：冷間圧延鋼板　　　ｶﾁｵﾝ電着塗装

硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付け（15ｔ以上）

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板（SUS304 1.5t）

銅管 C1220 (φ15.9×0.45t)

ｱﾙﾐﾌｨﾝ　0.15t　  　　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｺｰﾄ

鋳鉄　FC250   　　ｶﾁｵﾝ電着塗装  

亜鉛鋼板 1.6t    　　ｶﾁｵﾝ電着塗装

形鋼SS400　　　　　　ｶﾁｵﾝ電着塗装

項目

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板（0.6t)

形鋼SS400　　ｶﾁｵﾝ電着塗装

仕様・材質・表面処理

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板（0.6ｔ）

硬質発泡ｳﾚﾀﾝ（30ｔ）



物件名： 博多南地域交流センター空調設備更新工事 クボタ空調株式会社

系 統 名 型  式 送  風  機 電動機 冷 温 水 ｺｲﾙ 加 湿 器 ﾌｨﾙﾀｰ 全熱交換器 備考 ｺｲﾙｻｲｽﾞ 面速

3 相 冷水入口 7.0 ℃ 温水入口 50.0 ℃   
200 Ｖ 冷水出口 12.0 ℃ 温水出口 47.0 ℃   

台数 SA 静 圧 Pa 風 量 送風機 風量 防振 動力 極 型 列 ﾌｨﾝ T 冷房能力 冷水量 入口空気 暖房能力 温水量 入口 加 湿 器 加湿量 ﾌｨﾙﾀー型式 効  率 全 熱 交 外気量 排気量   

RA 全 機外 機内 m3/h 型式 調整 kW 数 Hz 数 kW l/min DB WB kW l/min DB 種   類 Kg/h % 型   式 Ｈ L  m/s

AHU-S1 MPH 14 RH 3 SA 1,184 550 634 11,500 FC13A スクロール スプリング防振 7.50 4 60 PD16 8 144 N 90.00 260.0 29.3 22.5 82.00 260.0 13.9 気化式加湿器 7.0 プレフィルター ASHRAE質量法82% PGXF-450/450-4 2,100 2,100 42 51.0 2.3

RA 807 550 257 11,500 FC13A スクロール スプリング防振 7.50 4 60 中性能フィルター JIS比色法捕集率65%

2024年2月8日

空 気 調 和 機 仕 様 表

1/7191122007 Ver.1





物件名： 博多南地域交流センター空調設備更新工事 クボタ空調株式会社
系 統 名 風量 ｺｲﾙｻｲｽﾞ ｺｲﾙ ｺｲﾙ 設計 冷水量 入口空気 冷水条件 不凍液 ｺｲﾙ 列 ﾌｨﾝ CIR ﾌｨﾝ TUR 計算最大 出口空気 空気 冷水 水 水速 保有 COUNT ﾍｯﾀﾞｰ

ｲﾝﾁ 表面積 面速 冷房能力 DB WB 入口 出口 濃度 型式 数 形状 ﾋﾟｯﾁ 冷房能力 DB WB 圧損 温度 圧損 水量 /PAR 径

m
3
/h H L ㎡ m/s kW l/min ℃ ℃ ℃ ℃ % kW ℃ ℃ Pa 差℃ kPa m/s l

AHU-S1 11,500 42.0 51.0 1.382 2.3 90.00 260.0 29.3 22.5 7.0 12.0 PD16 8 PF 16 144 N 132.21 11.1 11.0 192 7.3 46.4 1.45 63 COUNT

AHU-S1

AHU-S1

冷水ｺｲﾙ能力計算書
2024年2月8日

2/7191122007 Ver.1



（冷）温水ｺｲﾙ能力計算書

物件名： 博多南地域交流センター空調設備更新工事 クボタ空調株式会社
系 統 名 風量 ｺｲﾙｻｲｽﾞ ｺｲﾙ ｺｲﾙ 設計 温水量 入口 温水条件 不凍液 ｺｲﾙ 列 ﾌｨﾝ CIR ﾌｨﾝ TUR 計算最大 出口 空気 温水 水 水速 保有 COUNT ﾍｯﾀﾞｰ

ｲﾝﾁ 表面積 面速 暖房能力 空気 入口 出口 濃度 型式 数 形状 ﾋﾟｯﾁ 暖房能力 空気 圧損 温度 圧損 水量 /PAR 径

m
3
/h H L ㎡ m/s kW l/min ℃DB ℃ ℃ % kW ℃DB Pa 差℃ kPa m/s

AHU-S1 11,500 42.0 51.0 1.382 2.3 82.00 260.0 13.9 50.0 47.0 PD16 8 PF 16 144 N 133.53 48.4 158 7.5 39.9 1.45 63 COUNT

2024年2月8日

3/7191122007 Ver.1



送風機静圧計算書

物件名： 博多南地域交流センター空調設備更新工事 クボタ空調株式会社
静圧(Pa)

系統名 型  式 風量 冷水 冷水 冷水 加熱 加熱 加熱 加湿 加湿 ﾌｨﾙ ﾌｨﾙ ﾌｨﾙ ﾌｨﾙ ﾌｨﾙ ﾌｨﾙ 全熱 吸込 吐出 ﾀﾞﾝﾊﾟ その 機内 機外

ｺｲﾙ ｺｲﾙ ｺｲﾙ ｺｲﾙ ｺｲﾙ ｺｲﾙ 器 器 ﾀｰ ﾀｰ ﾀｰ ﾀｰ ﾀｰ ﾀｰ 交換 圧損 圧損 他 静圧 静圧 全静圧

(m
3
/h) 1 2 3 1 2 3 1 2 1 2 3 4 5 6 器

AHU-S1 MPH 14 RH 11,500 192 20 126 137 130 29 634 550 1,184

AHU-S1 MPH 14 RH 11,500 130 29 98 257 550 807

AHU-S1 MPH 14 RH

2024年2月8日

4/7191122007 Ver.1



送風機能力計算書

物件名： 博多南地域交流センター空調設備更新工事 クボタ空調株式会社
SA 設計 ﾓｰﾀｰ 静圧 吐出

系 統 名 型  式 RA 風量 全静圧 風量 ﾌｧﾝｻｲｽﾞ 回転数 動力 軸動力 電圧 極数 周波数 設置 W/O 効率 風速

EA (m3/h) Pa 調整 rpm kW BkW V P Hz 位置 % % m/s

AHU-S1 MPH 14 RH SA 11,500 1,184 スクロール FC13A 1,620 7.50 6.76 200 4 60.0 機内 62.0 55.9 14.7

AHU-S1 MPH 14 RH RA 11,500 807 スクロール FC13A 1,380 7.50 5.15 200 4 60.0 機内 73.0 50.0 14.7

AHU-S1 MPH 14 RH

2024年2月8日

5/7191122007 Ver.1



送風機予想騒音計算書

物件名： 博多南地域交流センター空調設備更新工事 クボタ空調株式会社

SA 騒音 オクターブバンド周波数特性(Hz) ｵｰﾊﾞ
系統名 型　式 RA 風 量 全静圧 送 風 機 回転数 動 力 軸動力 ﾓｰﾀ 遮音材 屋外 距離 項 目 ｵｰﾙ

EA (m3/h) (Pa) 型 式 (rpm) (kW) (BkW) 位置 ﾌｰﾄﾞ (m) 63 125 250 500 1K 2K 4K 8K (Ａ)
AHU-S1 MPH 14 RH SA 11,500 1,184 FC13A 1,620 7.50 6.76 機内 DS(標準) 無 1.5 吐出口PWL 97 92 90 88 85 83 79 75

AHU-S1 MPH 14 RH RA 11,500 807 FC13A 1,380 7.50 5.15 機内 DS(標準) 無 1.5 機 側 SPL 81 69 64 61 56 58 44 41

AHU-S1 MPH 14 RH 機側SPL(A) 55 53 55 58 56 59 45 40 64

A

2024年2月8日

DS:サンドイッチパネル 機側ＳＰＬ：機側　騒音距離(m) (半自由音場) 
   但し、モータ機外時:反モータ側

6/7191122007 Ver.1



NO   = 3A
系統名 回転数 1620 rpm

MAX.Bkw 13.00 Bkw ------ 全静圧 1184 Pa ｻﾌﾞﾌﾟﾛｯﾄ 0 %

NO   = 3A
系統名 回転数 1380 rpm

MAX.Bkw 13.00 Bkw ------ 全静圧 807 Pa ｻﾌﾞﾌﾟﾛｯﾄ 0 %

電動機 7.50 kw

AHU-S1
MAX.rpm 1839 rpm 風量 11500 m3/h 電動機 7.50 kw

AHU-S1
MAX.rpm 1839 rpm 風量 11500 m3/h

191122007 Ver.1
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ご注意ください。

本書は、クボタのエアハンドリングユニット（空調機）の設計・施工・取扱い等についてご注意頂きたい事項

を記載してありますので、必ずお読みください。 

安全にクボタの空調機をご施工・ご使用いただくため、「取扱説明書」もよくお読みください。 

◆使用環境について 

・ 空調機の故障や誤作動によって安全上の問題や設備・物品への損失発生が懸念される用途にご使用

される場合は、バックアップ機による切替運転等の安全対策をとってください。 

・ 有機溶剤成分や腐食性ガスが流入する環境でのご使用は避けてください。 

・ 空調機には必ず点検扉が付いています。開いてメンテナンスができるよう充分なスペースを確保してく

ださい。 

・ 空調機の型式によっては高所に点検扉が付く場合があります。点検・メンテナンス時は十分な安全対策

をとってください。 

・ 設置環境によって空調機周囲の反響やダクトからの透過音の影響などにより、騒音値が予想騒音（自

由音場）より大きくなりますので、充分なご検討をお願いします。 

・ ドレンパンの裏面には発泡ウレタンが吹き付けられ露出していますので、化粧板などが必要なときはご

指示願います。 

＜結露＞ 

・ 機械室の条件によっては、架台・外板の一部や吊りボルトが結露することがありますのでご了承願いま

す。機械室の温湿度が高くなる場合は、特にご注意願います。 

・ 空調機停止中は、冷水を通水しないでください。空調機表面が結露することがあります。 

＜発錆＞ 

・ 空調機に使用している防錆塗装や各種めっきは、流入する空気の成分や加湿水の成分により劣化し、

発錆することがあります。設置環境や流入空気に海塩粒子や化学成分が含まれている場合は、発錆し

やすくなります。定期的にメンテナンスを行ってください。 

＜保管＞ 

・ カビ・発錆・変形・変色を防ぐよう、機内外の環境には十分配慮してください。空調機接続部やボルト部

等から水が浸入することがないようご注意願います。 

・ 長期間保管する場合は、Vベルトは緩めるか外してください。1ヶ月に一度、モータ軸受、ファン軸受を回

してください。長期間回さないと軸受内部のグリスの固着や軸受の損傷につながります。運転再開時、

軸受点検やモータの絶縁抵抗を確認してください。 

・ 空調機を使用しなくても機器の経年劣化は進行しますので、メンテナンスは運転中のものと同様に行っ

てください。 

◆送風機関係 

・ 送風機の風量調整装置がついていない空調機に対しては、必要に応じてダクト途中にダンパー等の風

量調整装置をご施工願います。 

・ 送風機の回転数を設計値より上げる場合は、ご相談をお願いします。それぞれの送風機には許容最高

回転数が決められています（ご提出している送風機性能曲線に 「MAX rpm」として表示しています）。こ

の回転数を超えた回転数では送風機が破損する可能性があり、ご使用できません。 

・ レタンファン付きの空調機のとき、外気取り入れボックスが正圧になり外気を取り込めないことがありま

す。インバータ駆動のときは適正な周波数調整とダンパー開度調整を行ってください。 

＜2 ファン・2 モータ＞ 

・ 2ファン・2モータの空調機のご用命に当たっては、設計風量が2ファン運転時のものか、1ファン運転時

のものか、運転条件のご指示をお願いします。 

・ 2 ファン・2 モータの空調機の発停は 2 ファン同時としてください。インバータ使用時は、それぞれの運転

周波数が同じになるように設定してください。 

＜ベルト駆動ファン＞ 

・ V ベルトは適正な張りになるよう調整する必要があります。使用始めは初期伸びがあります。ベルトが

なじむまでは多量の粉が出ます。異常ではありませんので、拭き取り、清掃をお願いします。ファンの軸

受には定期的に給油・点検を行ってください。詳細は「取扱説明書」をご参照願います。 

＜シロッコファン＞ 

・ 同一仕様のシロッコファン空調機の吐出ダクトを一つにまとめないでください。一部のファンにサージン

グが発生し、送風機（シロッコファン）が破損する可能性があります。 

・ シロッコタイプのレタンファン付き空調機のとき、ウォーミングアップ時にモータの過負荷保護が働くこと

があります。この場合、バイパスダンパー等の開度調整を行い、適度な抵抗をつけてください。 

・ インバータ駆動のシロッコファンでダクト抵抗が小さいとき、インバータの周波数を下げて風量調整して

も過負荷保護が働くことがあります。この場合は、ダンパー等でダクトに抵抗を与えてください。 

◆モータ・電気関係 

・ 空調機組込電気部品、付属出荷の電気部品の配線は貴方にて施工願います。ボックス分割部をまた

がる配線もありますので、ご注意願います。 

・ 空調機に入線するとき配線貫通部にはシールを施し、外部の空気が空調機内に流入しないようにしてく

ださい。 

・ 「アース」は内線規程に基づき正しく施工願います。 

・ 機内のモータに配線するとき、機内で電線管やプリカチューブはできる限り使用しないでください。電線

管内に流入した機外空気が結露し、モータ等が絶縁不良で損傷する可能性があります。電線管やプリ

カチューブを使用する際は、管内での結露水発生を防ぐため、完全なシールを行ってください。 

・ 配線を本体に固定する場合は、本体内の断熱材を傷つけたり、本体の振動が配線に伝わったりするこ

とのないように施工してください。 

・ リミットロードファン（TF ファン、AF ファン、BI ファン）での過電流防止サーマルによるトリップを防止する

ため、直入れ起動時は遅動型サーマルを、スター・デルタ起動時は線電流検出方式の遅動型サーマル

を設置願います。 

＜IE3 モータへの更新＞ 

・ IE3モータへの更新にあたっては、周辺機器等の変更が必要となる場合があります。既設盤を継続使用

する場合は、貴方にて、以下についてご確認願います。 

・ IE3 モータは始動電流が大きくなる傾向にあります。サーマルの設定値変更またはサーマル自体の変

更が必要となる場合があります。 

・ IE3 モータは回転速度が速くなる傾向にあります。プーリ―・ベルトやインバータ設定を IE1・IE2 と同じと
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した場合、モータの出力が増加する場合があります。 

・ メーカ・出力によっては枠番が変更となる場合があります（例：三菱高効率（IE2）からの切替 1.5kW×6P、

2.2kW×6P）。枠番が同じでも、全長や端子箱取付位置が変わるものがあります。 

・ 接触器の電気的耐久性が低下する場合があります。 

＜インバータ駆動＞ 

・ インバータ駆動のモータから独特の金属音がすることがありますが、モータの異常ではありません。キ

ャリア周波数を上げることで小さくすることができます。但し、定格電流値近辺では、キャリア周波数の

変更ができないことがあります。 

・ キャリア周波数を高くすると、ノイズ漏れや漏れ電流が高くなりますので、ご注意ください。 

・ インバータ駆動で大容量のモータの軸には、アースブラシが取り付くものがあります。モータメーカによ

って異なります。 

・ 400V 級のモータでインバータ駆動するときは、必ずご指示願います。 

・ 漏電ブレーカ・漏電警報器は高調波対策品をご使用願います。 

・ インバータの高調波により、漏れ電流が大きくなります。漏電ブレーカ・漏電警報器の選定時に考慮願

います。 

・ インバータの設定・取扱・メンテナンスは、インバータの取扱説明書をご参照願います。インバータが故

障すると空調機も設計通りの運転ができなくなりますので、インバータは計画的な予防保全を行ってくだ

さい。 

＜IPM モータ＞ 

・ IPM モータでは、商用運転はできません。 

・ IPM モータの運転には、専用のインバータが必要です。インバータの手配が弊社以外の場合、メーカ・

型式の摺合せが必要です。 

・ インバータ１台で複数の IPM モータの運転はできません。 

・ IPM モータの分解は行わないでください。IPM モータのメンテナンスは、弊社にお問い合わせください。 

＜EC モータ＞ 

・ EC モータの電源は商用電源としてください。故障の原因となるためインバータで運転しないでください。 

・ EC モータにはドライバ機能が内蔵されていますので、単独で可変速運転が可能です。 

・ ECモータはファンと一体になっています。それぞれ単独での交換はできません。ECモータ・ファンのメン

テナンスは、弊社にお問い合わせください。 

・ ECモータの動力・電流値の仕様は、誘導モータとは異なります。配線や保護機器の選定にあたっては、

ファンモータ仕様書に記載の「定格電流値」を確認してください。 

・ モータブレーカは使用できません。 

・ 漏電ブレーカ・漏電警報器は高調波対策品をご使用願います。 

・ EC モータは電磁両立性の為 EMC フィルターを内蔵しており、漏れ電流がアースに流れます。特に相接

地の場合漏れ電流は大きくなりますので、漏電ブレーカ・漏電警報器の選定時にご注意願います。 

・ モータの端子カバーは、T20 のトルクスねじで取り付けられていますので、ご注意ください。 

・ EC モータの設定変更には専用のソフトが必要です。現地で設定変更が必要な場合は、パソコンが必要

です。詳しくは弊社にお問い合わせください。 

・ メガーテストを行う場合は、電源入力端子（L1,L2,L3）一括と PE間を DC500V で実施願います。 

・ EC モータには絶縁耐圧試験を実施しないでください。モータ基板に大きなダメージを与えます。 

◆コイル関係 

・ 承認図に記載している冷房能力、暖房能力には、送風機とモータの発熱は含まれていません。これら

の発熱は貴方にて冷房負荷として見込んでください。 

・ コイルは配管用炭素鋼鋼管との接続を想定しています。ステンレス配管となる場合は、ご指示をお願い

します。 

・ 配管施工時に無理な力が空調機のコイル、配管にかからないようにしてください。 

・ 配管を溶接するとき、アースを空調機本体から取らないでください。 

・ コイルと配管の接続には、必要に応じてフレキシブル継手等を使用してください。 

・ 冷温水コイル、蒸気コイル、電気ヒーターのいずれにも、送風機とのインターロックをとり、送風機運転

時のみ、熱媒、電気が供給されるようにしてください。送風機が運転しないでこれらが供給されると、冷

水コイルでは結露の発生、蒸気コイル、電気ヒーターでは近くのフィルター、ガスケット類が熱による損

傷を受ける可能性があります。 

＜冷温水コイル＞ 

・ 空調機天面で配管を取り合う冷温水コイルには、機内に水抜き・エア抜きが付属されています。それ以

外の冷温水コイルには付属されていませんので、機外の配管に水抜き、エア抜きを付けてください。 

・ 冷温水コイルへ供給する冷水と温水の水質によっては、コイルの銅管が腐食されることがありますので、

定期的な水質管理を行ってください。特に開放型蓄熱槽を使用する冷温水循環システムにおいて腐食

が発生しやすい傾向にありますので、ご注意願います。 

・ 水質管理及び水質の基準値は、日本冷凍空調工業会基準「冷凍空気調和機器用水質ガイドライン

（JRA-GL-02）に準拠してください。 

・ 既設の空調機を更新する場合（コイルのみを交換する場合も含む）は、事前に水質検査を行い、腐食性

の有無を確認してください。新しいコイルの銅管内面には酸化被膜形成がなされていないので、過去に

腐食が発生していなくても、更新後短期間で腐食する場合があります。 

・ 銅管コイルは井水等の水質管理をされていない水には適しておりません。 

・ コイルに圧力計が取付られている場合、納入現場での配管圧力検査時に、圧力計の最高目盛以上の

圧力がかからないようにしてください。（圧力計手前にコックの付いているものは、それを閉めてくださ

い。） 

＜冷温水コイルの凍結防止＞

・ 冷温水コイルの流入空気や周囲が氷点下になる場合、コイル内の水が凍結しチューブが破損すること

があります。ヒーターの取付、温水の循環や不凍液の使用等、凍結防止対策を実施願います。 

・ 凍結防止でコイル内の水を抜くとき、ドレン抜き、エア抜きを開放にするだけでは完全に抜けません。圧

縮空気によるフラッシングを数回行う必要があります。フラッシングした後、次のフラッシングまでには数

十分程度の時間を置く必要があります。 

・ 氷点下の外気が直接流入する場合は、予熱ヒーターの取付けか、不凍液の使用を推奨します。 

・ 凍結防止を判断する温度センサーは、最も温度が低くなると想定される位置に取付願います。 

＜蒸気コイル＞ 

・ 蒸気コイル内に凝縮すると、銅管の腐食・潰食や蒸気ハンマーによりコイルが破損する恐れがあります。

必ず下記についてご確認ください。 

・ ボイラーの給水及びボイラー水の水質は、JIS B 8223 の規定に準拠したものにしてください。 
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・ 蒸気コイルに配管内の凝縮水が持ち込まれないよう、コイルの直近に管末トラップを施工願います。 

・ 蒸気コイル内が真空にならないようバキュームブレークを設置願います。 

・ スチームトラップは連続排水型（フロート型）をご使用願います。 

・ 重力還水でスチームトラップ以降の配管を立ち上げるときは、「メカニカルポンプ」をご使用願います。 

・ スチームトラップはコイル出口から、300 ㎜以上の落差を設けてください。 

・ コイル内に凝縮水が滞留している状態で、氷点下の空気が流入すると凍結パンクを起こすことがありま

す。寒冷地では、低負荷時に運転中でも起こることがありますので注意してください。詳しくは弊社「クボ

タエアハンドリングユニット 技術資料」の「コイルの凍結防止について」を参照願います。 

・ 蒸気コイルの近くにフィルター類が設置されているとき、停止時に 3 分程度の「余熱排除運転」を行った

後、送風機を停止してください。余熱によるフィルター類の変形を防止するためです。 

・ 蒸気コイル配管の熱伸縮の力がコイルに加わらないよう配慮してください。また、熱伸縮により配管接

続部に緩みが発生する場合がありますので、定期的な点検をお願いします。 

＜電気ヒーター＞ 

・ 電気ヒーターは火災の危険があります。必ず下記についてご確認ください。 

・ 機内温度上昇防止のため、電気ヒーター停止後、送風機により 5 分間以上送風する様、空調機と電気

ヒーターのインターロック回路を設けてください。（氷点下の空気が流入する場合は、コイル凍結を防ぐ

よう、適宜調整願います。） 

・空調機付属の電気ヒーター安全装置盤には、電気ヒーターの出力制御回路は組み込んでおりません。

電気ヒーターの容量制御（サイリスタ制御、段数制御等）回路は、貴方にて設けてください。 

・電気ヒーター安全装置盤にはヒーター電源の他に、制御電源・ファン運転状態入力信号・ヒーター発停

入力信号・過熱遮断警報出力信号の接続をお願いします。必ず、電気ヒーター安全装置盤回路図をご

確認の上、ご施工願います。 

・過熱防止制御作動時にファンも停止させる回路は組込んでおりません。必要な場合は、貴方にて別途

ご検討をお願いします。 

・貴方にて電気ヒーター安全装置盤を用意される場合、電気ヒーターの過熱防止回路は、必ずヒーター

制御回路に組み込んでください。過熱防止器が作動した際、電気ヒーター主回路を遮断する回路を必ず

設けてください。 

・ 無風状態で電気ヒーターは使用しないでください。（空調機停止時の凍結防止ヒーターは除く。） 

・ ヒーターエレメントに温度ヒューズ付の電気ヒーター使用時は、温度ヒューズの溶断を検知するため、ヒ

ーター制御回路に断線警報器の設置を推奨します。 

・ 必ず、電気ヒーターの取扱説明書を確認してからご使用願います。 

◆加湿器関係 

＜気化式加湿器＞ 

・ 給水は水道法水質基準に準ずる飲料水水質としてください。 

・ 純水を使用される場合は、ご指示願います。ご指示なき場合、製品は純水対応とはなりませんので、ご

注意願います。 

・ 冬季の外気冷房など設計条件より低い温度条件の運転では、加湿不足になる場合があります。リニュ

ーアル等で加湿器だけを高飽和効率の仕様に変更した場合、給気温度が低くなる場合があります。事

前の充分な検討をお願いいたします。 

・ 空調機の運転を一昼夜以上にわたり休止する場合は、加湿器の給水を停止して 1 時間程度の乾燥運

転（アフターラン）を行い、加湿モジュールを乾燥させてください。 

・ 加湿シーズン終了後は、加湿モジュールを空調機内から取り外すことを推奨します。乾燥しきれない加

湿メディアが長時間放置されると、臭気を発生することがあります。 

加湿モジュール取外し後、風量が過多となる場合がありますので適宜調整してください。 

・ 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則」に則り、加湿モジュールは年１回洗浄して

ください。 

・ 加湿器の仕様・取扱・メンテナンスについては、加湿器の仕様書及び取扱説明書を必ずご確認願いま

す。 

＜蒸気加湿器＞ 

・ ボイラーの給水及びボイラー水の水質は、JIS B 8223 の規定に準拠したものにしてください。 

・ 純水蒸気を使用される場合は、ご指示願います。ご指示なき場合、製品は純水対応とはなりませんの

で、ご注意願います。 

・ 電動二方弁通過後の加湿器入口で設計蒸気圧になるよう、蒸気を供給してください。供給蒸気圧が不

足すると、加湿不足になることがあります。 

・ 加湿器の入口に Y 型ストレーナー（SUS304 80 メッシュ以上）を設置してください。 

・ 送風機とのインターロックをとり、送風機が運転しているときのみ蒸気を噴霧するようにしてください。ま

た、蒸気配管途中には遮断弁を設置してください。 

・ 低温での加湿は過加湿状態になり易く、機内で再凝縮を起こし、更にはダクト内での再凝縮で漏水に至

ることがあります。 

・ 蒸気吹き出し部（メッシュ板）及び内部パイプのノズル部の点検清掃を行い、詰まりがないようにしてくだ

さい。 

＜その他の加湿器＞ 

・ 仕様・取扱・メンテナンスについては、各加湿器の仕様書及び取扱説明書を必ずご確認願います。 

◆フィルター関係 

・ 粗塵フィルターや中性能フィルターでは、砂塵や虫の侵入を防げないときがあります。砂塵や虫の侵入

で安全上の問題や設備・物品への損失発生が懸念される環境でのご使用にあたっては、ご相談をお願

いします。 

・ フィルター破損の可能性があるため、フィルターろ材が水で濡れる環境でのご使用は避けてください。加

湿水キャリーオーバーや加湿蒸気再凝縮のリスクがあるため、加湿器の直後にフィルターを配置しない

よう考慮願います。 

・ 差圧計の置き針・差圧スイッチは、ご使用状況に合わせて設定ください。 

・ ろ材帯電型のフィルターの捕集効率は、水分や捕集粉塵等の影響によって低下することがありますの

で、ご注意ください。 

・ 電気ヒーター組込型空調機に取付の中性能フィルターは、停電になった場合、電気ヒーターの加熱の

影響で性能低下する可能性があります。当該状況が生じた場合、中性能フィルターの交換を推奨しま

す。（耐熱仕様のフィルターは除く） 

・ 空調機に内蔵していない各種フィルターユニット（ロールフィルター・電気集塵器・自動再生フィルター

等）は、外板パネルは断熱されていません。寒冷地等で結露する場合がありますので、事前にご相談を

お願いします。 

・ 仕様・取扱・メンテナンスについては、各フィルターの仕様書及び取扱説明書をご確認願います。 
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＜電気集塵器＞ 

・ 運転中、電極には高電圧が加わっていますので、触れると危険です。点検の際は、電気集塵器の電源

が切れるように、ドアスイッチを結線してください。 

・ 可燃性ガス・低引火点のオイルミスト・水滴・蒸気・高濃度粉塵・許容温度以上の空気が流入する環境、

火気厳禁の場所では使用しないでください。 

・ 仕様・取扱・メンテナンスについては、電気集塵器の仕様書及び取扱説明書を必ずご確認願います。 

◆全熱交換器、顕熱交換器 

・ 寒冷地ではエレメント内部で結露したり凍結したりする恐れがあります。使用条件について十分なご検

討をお願いします。 

・ 回転式の場合、臭気が給排気間で臭気が移行する可能性があります。 

・ 空調機に内蔵していない熱交換器は、外板パネルは断熱されていません。結露する場合があります。 

・ 仕様・取扱・メンテナンスについては、各熱交換器の仕様書及び取扱説明書をご確認願います。 

◆付属品関係 

・ ソーラー式温度計が表示するためには 100 ルクス以上の照度が必要です。 

・ 電球交換型のマリンランプの場合、電源が 100Vのときは LED、200V のときは白熱球になります。 

・ モーターダンパーのアクチュエータが現地取付の場合、取付及び配線は貴方にてお願いします。 

・ モーターダンパーは、全開・全閉位置と回転方向を調整の上、ご使用ください。 

・ チャッキダンパー付の場合、試運転調整時にチャッキのウェイト調整を行ってください。（バネ式を除く） 

・ 機外にダンパーを付属している場合、ダンパーの断熱は貴方でお願いします。 

・ ノブボルト式の脱着扉取付の際は、全てのノブボルトを仮止めしてから本締めしてください。 

・空調機の型式によっては高所に点検扉が付く場合があります。点検・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時は十分な安全対策を 

とってください。 

◆ダクト関係 

・ 吐出プレナムチャンバーや吐出ダクトは偏流が起こらないようご施工願います。また、レタンファン等で

送風機吸込口近傍に吸込みダクトがある場合も、偏流が起こらないようにご施工願います。異常音・振

動や送風機破損の原因となります。 

・ ダクト接続は、本体の吸込口、吐出口に仮取り付けされた相フランジを使用し、キャンバス継手を介して

接続してください。 

・ ダクトやチャンバーの荷重が空調機本体に加わらないように施工してください。無理な力が空調機に加

わると、空調機が変形します。 

・ ダクトやチャンバーで空調機を引っ張らないように施工してください。エア漏れの原因となります。 

・ ダンパーの開度調整は適正にお願いします。絞り過ぎたり開きすぎたりすると、異常音・異常振動や送

風機破損の原因となります。 

・ ダクト中のフィルター、保護金網、エリミネータ等は、定期的に点検・清掃の実施をお願いします。 

・ 防火ダンパー等瞬時に流路を閉鎖する機器を空調機給気ダクトに取り付ける場合は、ダクト途中に避

圧ダンパーを設置する等して、空調機に過度な圧力がかからないようご施工願います。 

◆ドレン配管 

・ ドレントラップは、各排水口のボックスの圧力（負圧、正圧）に応じたものを使用してください。 

・ ドレントラップの水封高さは、ファンの全静圧分以上としてください。 

・ 各ボックスの排水口毎にトラップをとってください。集合配管を行うと、ドレン配管を通して空気がバイパ

スしたり、ドレン水が噴き上げたりする可能性があります。 

・ ドレンポンプを使用される場合は、定期的に点検・清掃を行ってください。 

・ 顕熱冷却コイルとなる設計であっても、機器立ち上がり時等に冷水温度がコイル入口空気露点温度以

下になり、コイルからドレンが発生する可能性があります。顕熱冷却コイルについても、ドレン配管をお

願いします。 

◆工事について 

・ 空調機の各ボックスは設置される形で揚重用のアイボルトが取り付いています。横倒し搬入が必要な

時は予めご相談願います。 

・ 分割搬入品は付属のボルト・ナットを使用し、各ボックスを貴方にて接続してください。ボルトは全ての接

続穴を通してください。接続しにくい箇所は、外板パネルを外して接続してください。 

・ 現地組立型（全バラ）空調機は、部品で搬入となります。 

・ 基礎は空調機架台全面を支えるように施工ください。ゲタ基礎等を計画している場合は、事前にご相談

願います。 

・ 本体が歪まないように、水平な基礎に設置してください。本体が歪んだ状態で運転すると騒音や振動の

増加、回転部分の早期破損、空気漏れ、水漏れ、コイルの動作不良などトラブルの原因になります。 

・ 本体と基礎はアンカーボルトにて堅固に固定してください。固定が不十分だと、地震時に本体転倒の原

因になります。 

・ 組立時、空調機天板や配管タッピングに乗らないでください。また、空調機にハシゴ等を直接かけない

でください。製品が破損します。 

・ 空調機に貼付されている指示事項は厳守してください。 

・ 空調機内に入る際は、機内の塗装やコイルフィン・その他部品を傷つけないよう注意してください。 

・ ボックス接続面のコイルフィン面は養生材で保護されています。接続が完了したら外してください。接続

後外せない箇所は、接続前に外してください。 

・ 出荷輸送用の金具類（トラテープが貼付してある部品）は、必ず取り外してください。 

・ 屋外型のボックス接続部は必ず外部からのコーキングを貴方にて行ってください。コーキング材は貴方

にてご用意願います。 

・ 屋外型の吊ボルトを他のボルトに交換した際は、必ずボルト・ワッシャー周囲のコーキングを貴方にて

行ってください。コーキング材は貴方にてご用意願います。 

・ 雨水・雪等が空調機内に入らないよう、ダクト施工をお願いします。 

◆運転 

・ 空調機を運転する前に、取扱説明書を必ず確認してください。 

・ 空調機を運転する前に、機内に人がいないことや異物がないことを必ず確認してください。確認後、点

検扉を閉めて、運転を開始してください。 

・ 運転中は点検扉を開けないでください。負圧部では扉での指などの挟まれ、正圧部では急に扉が開くこ

とでケガをする恐れがあります。また、点検扉を開けたままの運転は、異常運転や故障・事故の原因と

なります。 
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ユニット形

空気調和機

1.7.1.1 (ァ） ユニット形空気調和機は、ケーシング、コイル、加湿器、ドレンパン、 (ァ） 同左

一般事項 送風機、電動機等を有する構造とし、その他必要な部材は、特記による。

(ｲ） ユニット形空気調和機の許容振動値は、剛構造体に設置した状態で測定した値とし、固定 (ｲ） 同左

部の全振幅15μｍ(垂直方向)以下とする。

(ｳ） ユニット形空気調和機の許容騒音レベルは、表3.1.7による。 (ｳ） 同左

なお、測定方法は、JIS Z 8731 （環境騒音の表示・測定方法）により、普通騒音計

を用いて行うものとし､測定位置は、JRA　4036（エアハンドリングユニット）の附属書Bによる。

(ｴ) 大温度差送風方式（冷房時 14℃以下で送風を行う場合）のユニット形空気調和器は、 (ｴ) 同左

コイル通過後のケーシングに表面結露対策を講じる場合は、特記による。

なお、保温厚さ等は、製造者の標準仕様とする。

(ｵ) 潜熱・顕熱分離形（外気負荷と室内負荷に分けて処理を行う方式）のユニット形空気調和機は、 (ｵ) 今回該当無し

次によるものとし、適用は特記による。

(a)　コイルは、外気負荷用コイル及び室内負荷用コイルを備える。

(b)　加湿器は、外気負荷用コイル側に備える。

(c)　エアフィルターは、外気負荷用コイル側及び室内負荷用コイル側それぞれに備えるものとし、

   　形式は特記による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)令和4年度版

変更した項目は

赤字にしてます



空　気　調　和　機　仕　様　比　較　表

納　　　　　入　　　　　仕　　　　　様

 表　３.１.７　ﾕﾆｯﾄ形空気調和機の許容騒音レベル　　(単位ｄＢ（Ａ）)

設 計 風 量 6,000 6,000 12,000 18,000 24,000

m3/h 以下 を越え を越え を越え を越え

全 静 圧 12,000 18,000 24,000 30,000
Ｐａ 以下 以下 以下 以下

300以下 60 70 70 ｰ ｰ

300を越え、400以下 65 70 70 75 ｰ

400を越え、500以下 65 70 70 75 75

500を越え、600以下 65 70 70 75 75

600を越え、700以下 70 70 75 75 75

700を越え、800以下 70 70 75 75 75

800を越え、900以下 ｰ 70 75 75 80

900を越え、1000以下 ｰ 75 75 75 80

注 1.全静圧の算定に当たっての機内静圧は､コイル列数に応じて､

 　 2列で100Pa､4列で130Pa、6列で150Ｐａ及び  8列で200Paとする。

 　 ただし、空気調和機の機内静圧がこの数値以下の場合は、当該

    数値とする。

　 2.設計風量及び全静圧が、本表の値を超える場合は特記による。

1.7.1.2

ケーシング (ｱ) 外装は、溶融アルミニウム―亜鉛鉄板を面材とし、合成樹脂発泡体を心材とした (ｱ) 同左　ガルバリウム鋼板サンドイッチパネル

サンドイッチ構造のものとする。面材の厚さは、片面0.6mm以上とし、内外面の合計 面材の厚さは片面0.6mm　内外面合計厚さ1.2mm

厚さは、1.2mm以上とする。

(ｲ) 骨組みは、形鋼、軽量形鋼、ステンレス折曲げ角材又はアルミニウム押出形材とする。 (ｲ) 同左　形鋼

(ｳ) コイルを通過する風速の均一性を確保する。 (ｳ) 同左
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(ｴ) 点検口は、次による。 (ｴ) 同左

(a)各セクション(ファン及びコイル)には、幅300mm以上、高さ500mm以上の点検口を

　　を設ける。ただし、同一の点検口で各部の点検が可能なものは、点検口を兼用して

　　もよい。

(b)ケーシングが容易に開閉又は取外し可能なものは、点検口を省略してもよい。

(c)調和空気に触れる点検口の戸は、断熱戸とする。

(ｵ) 加湿器が噴霧式の場合は、加湿状態を確認するためにのぞき窓及び加湿状態点 (ｵ) 今回気化式のため該当無し

検用ランプ（操作スイッチ、配線を含む。）を設ける。のぞき窓の材質は、ガラス、ア

クリル等とし、調和空気に触れずに確認できる構造とする。

1.7.1.3

コイル (ｱ) フィン形状は、フラット形､ウェーブ形､スリット形､又はルーバー形のプレートフィンとする｡ (ｱ) 同左　ウェーブ形

(ｲ) フィンの材質は、アルミニウム板又はアルミニウム箔とし、AL　成分99％以上、厚さ0.1mm (ｲ) 同左　表面処理はエポキシ系樹脂被膜

以上のもので、表面にアクリル系、エポキシ系樹脂被膜等による耐食表面処理を施したものとする。

(ｳ) 管の材質は、 JIS H 3300(銅及び銅合金の継目無管)のC 1100､ C 1201 又はC 1220 (ｳ) 同左　JIS H 3300(銅及び銅合金の継目無管)のC 1220　厚さ0.45mm

 による厚さ0.35 mm 以上（ただし、蒸気の場合は0.5mm以上)のものとする｡ 管内流速は2.0m/s以下

　なお、水用コイルの管内流速は、2m/s以下とする。

(ｴ) 水用コイルのヘッダーは水の入口側及び出口側に設け、材質は、JIS H 3300(銅及び銅合 (ｴ) 同左　JIS G 5501（ねずみ鋳鉄品）

金の継目無管)又は JIS G 5501（ねずみ鋳鉄品）によるものとする。

(ｵ) 蒸気用コイルのヘッダーは､蒸気の入口側及び出口側に設け、材質は、JIS G 3452 （配管用 (ｵ) 今回該当無し

炭素鋼鋼管）､JIS G 3454（圧力配管用炭素鋼鋼管）、JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼鋼管）､

JIS G 5501（ねずみ鋳鉄品）又はJIS H 3300（銅及び銅合金の継目無管）によるものと

する。

(ｶ) 水用コイル通過面風速は､2.5m/s以下とする｡

(ｷ) コイルに、手動エア抜弁を設ける場合は、青銅製とする。
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1.7.1.4

加 湿 器 (ｱ) 加湿方式は､水気化式又は蒸気噴霧式とし、特記による。 (ｱ) 同左　水気化式

(ｲ) 水気化式は、滴下式とし､エレメント､定流量装置､電磁弁､ストレーナー､ (ｲ) 同左

給水ヘッダー､ケーシング（ステンレス鋼板 （ＳＵＳ 304）） 等により構成

されたものとする。エレメントは、難燃性又は不燃性とし、飽和効率を維持

するために、加湿能力に相当する給水量と余剰給水量を利用した自浄

機能を有し、かつ、取外して洗浄可能な構造とする。

(ｳ) 蒸気噴霧式は、JIS G 3448（一般配管用ステンレス鋼鋼管） 又は､JIS Ｇ 3459 (ｳ) 今回該当無し

（配管用ステンレス鋼鋼管）に蒸気噴射用開口を設けたもので二重構造又は

凝縮水の飛散を防止する機能を有するものとする。

1.7.1.5

ドレンパン 　ドレンパンは、排水勾配を有し、下流側に呼び径32以上の排水管接続口 同左　排水管は呼び径40　材質は厚さ1.5mmのステンレス鋼板(SUS304)

を設けたものとする。材質は、厚さ1.5mm以上のステンレス鋼板(SUS304又はSUS443J1)と ドレンパン外面は硬質発砲ウレタン吹付

する。また、ドレンパンの外面は、保温を施したものとする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)令和4年度版
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1.7.1.6

送風機 (ｱ) 羽根形状は、多翼形又は後向き羽根形とし、インバーター制御の場合を除き、 (ｱ) 同左　多翼形　手動式の風量調節機構付き

手動式の風量調節機構(開度指示付)を備えたものとする。

(ｲ) 軸受けを有する場合は、潤滑油の補充ができる構造とし、主軸の材質は、JIS G (ｲ) 同左

 4051(機械構造用炭素鋼鋼材)のS30C以上のものとする。

(ｳ) 羽根車及びケーシングの材質は、防錆処理を施した鋼板(溶融アルミニウム- (ｳ) 同左　鋼板にエポキシ系塗料のｶﾁｵﾝ電着塗装

亜鉛鉄板等を含む。)又はアルミニウム材とする。

(ｴ) 送風機の吐出口の風速は、表3.1.8による。 (ｴ) 同左

表　３．１．８　送風機の吐出口風速

　　　設計風量　（m3/h） 　　　吐出口風速　　（m/s）

　　　10,000以下　　　　　 　　　　15　以下

　　　10,000を越え20,000以下 　　　　16　以下

　　　20,000を越え30,000以下 　　　　17　以下

注　設計風量が、本表の値を超える場合は特記による。

1.7.1.7

電動機 第2編1.2.1「電動機」による。 同左　IE3モーター

1.7.1.8

保温 (ｱ) サンドイッチ構造のケーシングの心材に使用する保温材は、硬質ウレタンフォー (ｱ) 同左　発泡密度35kg/m3以上、厚さ30mm

ムとし、発泡密度35kg/m3以上、厚さ18mm以上のものとする。

(ｲ) ドレンパンの外面は、厚さ10mm以上の難燃性の発泡材を吹き付けたもの若しくは (ｲ) 同左　ドレンパン外面は硬質発砲ウレタン吹付(15mm以上)

JIS A9504（人造鉱物繊維保温材）のグラスウール保温板（40K以上厚さ15mm以上）に

ガラス繊維の飛散防止のためJIS R3414（ガラスクロス）のガラスクロス（EP18）により

表面を覆ったもの又はグラスウール保温板（40K以上厚さ15mm以上）の外面を

難燃性の材料で表面処理を施したものを鋲及び接着剤にて貼付けたものとする。
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1.7.1.9

 たわみ継手 　ファンセクションとコイルセクションの接続にたわみ継手を使用する場合は､次による。 今回該当無し

(a)繊維系クロスを二重にした構造で、内部にピアノ線を挿入する等の変形抑制措置

　　を施したものとする。

(b)繊維系クロスは、不燃性能を有し、片面に漏れ防止用のアルミニウム箔を貼付けた

　　ものとする。

1.7.1.10

附属品 附属品は、次による。ただし、吸い込み側にダクト接続をする場合は（a）を除く。

（a）　保護金網 1組 (a) 無し(ダクト接続のため)

（b）　配管接続用フランジ (b) 有り

　　　（呼び径50以下は配管接続用アダプタでもよい）　　　　　 一式

（c）　送風機吐出側相フランジ　　　　　　　　　　　　 一式 (c) 有り

（d）　銘板 一式 (d) 有り

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)令和4年度版
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納 入 仕 様 書

福岡営業所

〒 812-0016

福岡市博多区博多駅南２丁目１４－８

博多駅サウスビル６階

仕様書番号： 75ZA-058361 TEL： FAX：092-621-7235 092-624-1236



帳票 NO.75ZA-058361

機 器 明 細 書
※ L-S :直入　　　ｺﾝ始動:ｺﾝﾃﾞﾝｻ始動
　λ-Δ:ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ   ｺﾝ誘導:ｺﾝﾃﾞﾝｻ誘導
　 INV :ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

Page: 1

現場名：博多南地域交流センター空調設備更新工事

機器番号

用　　　　　途

ポ ン プ 形 式

製　品　番　号

備　　　　　考

設

置

階

台

数

吸込

口径

 mm

吐出し

 口径

  mm

吐出量 全揚程

同期

回転

速度

min-1

押込

圧力

出力

 kW

相

数

電圧

 V

起動

方式

 ※

PCH-S1

冷温水ポンプ

PSS656E5.5

ﾗｲﾝ型　ｽﾃﾝﾚｽ製　屋外ﾓｰﾀ

圧力計　連成計　

2 65 65 430

L/min

    35

m

3600 5.5 三
相

200 L-S



PSS656E5.5

冷温水ポンプPCH-S1 2

430
L/min

65 5.5 浸出性能基準適合品
トップランナーモータ搭載

35 m 65

三相/200  － 

2

60 3600

全閉屋外

73



PUMP PERFORMANCE CURVE

ポンプ標準試験成績表
Note

備考：
Model
形式：

1 2 3 4 5 6
Item

計　測　項　目

Revolution
3568 3559 3549 3532 3519 3518-1min回転速度

Capacity
0 125 250 500 800 1000L/min吐出し量

Total head
43.2 41.6 39.5 33.7 20 3m全揚程

Water H.P
0 0.848 1.61 2.747 2.608 0.489kW理論動力

Voltage
200 200 200 200 200 200V電圧

Current
9.59 11.04 12.89 16.29 19.13 19.49A電流

3.3092.738
Input

3.989 5.198 6.177 6.294kW

M
o
to

r 電
動
機

入力

Efficiency
87.7 88.5 89 89.1 88.7 88.7%効率

Shaft power
2.4 2.93 3.55 4.63 5.48 5.58kW軸動力

Pump efficiency
0 28.9 45.3 59.3 47.6 8.8%ポンプ効率

KAWAMOTO PUMP MFG.CO.,LTD.

川　本　製　作　所株式
会社

F4765626000 (0-00-3-1)

PSS656E5.5

Rating
規定要目

Bore
口　径

Capacity
吐　出　し　量

Total head
全　揚　程

Synchronous speed

同　期　回　転　速　度
Motor output

電　動　機　出　力

Motor

試験電動機
    要　目

Model
形　式

Output
出　力

Frequency
周　波　数

Voltage
電　圧

Current
電　流

Poles
極　数

Revolution

回　転　速　度

65×65
mm

   430
L/min

    35
m

3600
min

-1        5.5 kW

MLU1117Z   5.5 kW    60 Hz   200 V    21 A 2 極 3500 min
-1

75ZA-058361 (10-0,2)



PSS656E5.5
浸出性能基準適合品









テラル株式会社

電話:092-474-7161

 FAX:092-474-7167

品 名

2024年3月28日

送風機

〒８１２－００１５

福岡県福岡市博多区山王１－６－３

納　　入　　仕　　様　　書

納入先

件　 名 博多南地域交流センター空調設備更新工事



送風機           件名：博多南地域交流センター空調設備更新工事 No.14271664

(同期)

回転数

min^-1 φ V

FS-T1 給気ファン CLF5-U-NO.3-TH-L-RS-e # 3 7800 m3/h 372 Pa 840 3.7 kW 3 200 1

FR-T1 レターンファン CLF5-U-NO.3.5-TH-L-RS-e # 3.5 12600 m3/h 421 Pa 780 5.5 kW 3 200 1

HEX-T1 全熱交換器 EUC-1500FA 7800 m3/h Pa 0.2 kW 200 1

全揚程/静圧 出力 相-電圧

単位 単位 単位

☆　機　器　一　覧　表　☆

周波数：60Hz

機器番号 機器名称 型　　式 サイズ

電　動　機
数
量

備　考流量/風量

テラル株式会社  TERAL INC. P. 1/1　

宮川　欧士
タイプライター

宮川　欧士
タイプライター

宮川　欧士
タイプライター

宮川　欧士
タイプライター

宮川　欧士
タイプライター

宮川　欧士
タイプライター

宮川　欧士
タイプライター

宮川　欧士
タイプライター
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指示矢印（上）
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指示矢印（右）
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三菱電機住環境システムズ株式会社

納  入  仕  様  書

博多南地域交流センター空調設備更新工事



記号 品名 形名 台数 設置場所

FS-3 ｽﾄﾚｰﾄｼﾛｯｺﾌｧﾝ 天吊埋込ﾀｲﾌﾟ消音形 BFS-450TUA2 1 B1F　空調機械室

防振吊金具 PS-30BK2 4

博多南地域交流センター空調設備更新工事　納入仕様書一覧表

1/1



形
名

数
量

記
号

品 名 三菱ストレートシロッコファン天吊埋込タイプ（消音形）  台 数  
形 名 BFS-450TUA2  記 号  

 

電 源 3 相 200V 送風機形式 消音ボックス付送風機（多翼形）／羽根径 25cm 
電源接続仕様 速結端子（接続電源線 VVFφ1.6 又はφ2.0） 電動機形式 全閉形 3 相誘導電動機 E 種 4 極 

材 料 

羽根…高耐食溶融めっき鋼板 
ケーシング…溶融亜鉛めっき鋼板 
モータ…高耐食溶融めっき鋼板 

耐電圧 AC 1500V 1 分間 

絶縁抵抗 10MΩ以上（500V 絶縁抵抗計） 
外観色調・塗装仕様 溶融亜鉛めっき鋼板地肌色 

玉軸受 
負荷側 6203 両シール極軽接触 
反負荷側 6203 両シールド（クリープ防止） 空気条件 

（本体周囲・搬送） 

温度 -15℃～+40℃ 
相対湿度（常温） 90%以下 屋内 グリス シリコン SH-44M 

仕様・ 

特性表 

周波数 

(Hz) 
速調 

静圧 

(Pa) 

風量 

(m3/h) 

電流 

(A) 

消費電力 

(W) 

騒音(dB) 最大負荷 

電流(A) 

起動電流 

(A) 

公称出力 

(Ｗ) 

質量 

(kg) 側面 吸込 吐出 

60 強 380 4500 5.5 1500 43 53.5 73 7.7 40 2200 78 
※風量(空気量)は JIS B 8330 のオリフィスチャンバー法で測定した値です。 

※消費電力は JIS C 9603 に基づき測定した値です。 
※騒音値は吐出側、吸込側にダクトを取り付けた状態で 1.5m 離れた地点 

  （吐出騒音は斜め 45°方向）の A スケ－ルの値です。 

 

■お願い 
※2 ページ目の注意事項を必ずご参照ください。 

 

■ 外形図        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■結線図 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

第 3 角図法 
単  位 尺  度 作 成 日 付 品  名 

形  名 
ストレートシロッコファン天吊埋込タイプ（消音形） 

BFS-450TUA2 mm 非比例尺 2022.3.24 

三菱電機株式会社 整理番号 N21KBGD0244-60 (1/2) 仕様書 
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※●印の数値は側面騒音／吸込騒音を示す。 

※公称出力はおおよその値です。過負荷保護装置は 
最大負荷電流値で選定してください。 
（詳細は 2 ページ目をご参照ください） 

■特性曲線図 

Ｕ Ｖ Ｗ 

３相 200V 60Hz 

据
付

方
向

 

M4 アースねじ 

風量：4000.0m3/h　静圧：294.0Pa
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形
名

数
量

記
号

 

品 名 三菱ストレートシロッコファン天吊埋込タイプ（消音形）  台 数  
形 名 BFS-450TUA2  記 号  

 
■注意事項 

＜使用環境及び使用条件＞ 

1. この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できません。また日本国外ではアフターサービスもできません。 

2. 商品の改造はしないでください。故障の原因となるおそれがあります。 

3. 本体周囲・搬送空気の温湿度は必ずお守りください。範囲を超えますと、焼損・変形・回転不良・破損につながるおそれがあります。 

4. 1 日 50 回以上のひんぱんな起動停止を伴う使用は、羽根及びモータ破損などの原因となりますので避けてください。 

5. 屋外（雨のかかる場所）や水のかかる場所・常時蒸気などが発生する場所・腐食性ガスの発生するおそれのある場所・化学薬品を使用する場所・塩害のおそれ
のある場所では使用しないでください。漏電による火災・感電のおそれや、発錆または寿命が短くなるおそれがあります。 

6. 厨房の排気など搬送空気温度が 40℃を超える高温空気および油煙の排気には使用できません。その場合にはストレートシロッコファン厨房用（搬送空気
温度 80℃以下）をご使用ください。高温空気によりモータの安全装置(自動復帰形サーマルプロテクター)が動作し運転ができなくなります。また、絶縁物の熱
劣化により火災・感電のおそれがあります。 

7. 羽根に結氷するような場所では使用しないでください。焼損・変形・回転不良・破損につながるおそれがあります。 

8. 商品本体にシリコンを使用しており、周囲環境に影響を及ぼす可能性があります。 

9. 給気用途の場合はストレートシロッコファン給気タイプをご使用ください。結露が生じた場合、天井材への滴下・火災・感電のおそれがあります。給気用途
で使用する場合は、搬送空気温度が本体設置場所の露点温度以下になると本体に結露が生じます。お客様にて搬送空気条件、設置環境条件をご確
認いただき、必要に応じてお客様にて結露対策を十分行ってください。（給気用途で使用され結露が原因で故障した場合、保証の対象外となります。） 

10. 給気用途で使用する場合、濃霧が頻繁に発生する地域には据付けないでください。故障等の原因となります。 

11. インバータ運転を行う場合は、定格周波数を上まわる設定では運転しないでください。また、インバータは三菱送風機用インバータを使用してください。
三菱送風機用インバータ以外を使用しますと異常な振動・共振・騒音などが発生するおそれがあります。 

＜据付及び電気工事＞ 

1. 天地逆据付・垂直据付・モータ軸垂直据付はできません。 

2. 振動しない強固な場所に据付けてください。据付場所が弱いと共振を起こし、異常振動・異常騒音および羽根破損などの事故が発生するおそれがあり
ます。 

3. 吊りボルトおよび埋込ボルトは十分な強度のものをご使用ください。吊りボルトは、振れ止め用耐震支持部材にて必ず補強を行ってください。 
振動防止のために、防振吊金具・キャンバスダクトのご使用をおすすめします。 

4. ダクト施工時は、商品本体に力が加わらないよう、ダクトを天井から吊るしてください。また、本体に穴をあけてダクト接続をしないでください。 
本体内部の電装部を破損し、漏電・火災・感電のおそれがあります。 

5. 本体接続口とダクトを固定した後は、風漏れのないよう、市販のアルミテープでテーピングしてください。 

6. 雨水浸入防止のためダクト下りこう配を１／100 以上（壁側へ）とってください。 

7. 保守点検のため天井に 45cm 角以上の点検口を設けてください。 

8. 羽根にほこり・油かすなどが付着しないように、吸込側にはフィルターのご使用をおすすめします。システム部材の給排気グリルに給排気グリル用フィルター
を組合せてお使いください。また市販のフィルターを使用する場合は種類・メーカーにより圧力損失および手入れのしかたが異なりますので十分注意して
ください。 

9. スイッチ・プラグなどへの接続は確実に実施してください。電源接続を間違えますと正常な運転ができなくなり、場合によってはモータが焼損するなどのお
それがあります。 

10. 必ず D 種接地工事を実施してください。感電のおそれがあります。 

11. 漏電ブレーカを設置してください。火災・感電のおそれがあります。 

12. 電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電気設備技術基準に従って行ってください。漏電による火災・感電のおそれがあります。 

13. モータの焼損防止のため、モータブレーカ又は電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）などの過負荷保護装置を使用してください。 過負荷保護装置
は必ず機器１台ごとに取り付けてください。過負荷保護装置の定格容量は、10 Ａのものを設置してください。 

14. モータに安全装置として自動復帰形サーマルプロテクターが内蔵されています。拘束・過負荷・欠相運転・異電圧印加あるいは周囲温度が基準以上に高い
場合には上記安全装置が自動的に動作し回転が止まることがありますので、電源を切り原因を取り除いてください。 
モータが冷えるまで待ってから再運転してください。 

15. 給気用途で使用する場合は以下にご注意ください。（給気用途で使用され結露が原因で故障した場合、保証の対象外となります。） 

(1)給気側にはフィルターの使用をおすすめします。市販のフィルターを使用する場合は、種類・メーカーにより圧力損失および手入れの仕方が異なります
ので十分注意してください。 

(2)ダクト接続口およびダクトは、ダクト接続工事後、結露防止のための断熱処理を行ってください。 

(3)雨水浸入防止のために次のような対策を施してください。ただし、台風等の悪天候下（強風・豪雨など）では雨水が吸い込まれることがありますのでご注
意ください。 

・ダクト下りこう配を 1／30 以上（壁側へ）とってください。 

・外壁から本体までのダクト長は、2.5m 以上としてください。 

(4)電気、電子機器や濡れて困るものの上に商品を設置しないでください。外気や設置場所の温湿度条件により本体から結露水が落ちて、破損や汚損につ
ながる場合があります。 

(5)外気の取り入れ口は燃焼ガス等の排気を吸い込まない、積雪で埋もれたりしない位置を選んでください。新鮮な空気が取り入れられず、室内が酸欠状
態になる原因となります。 

(6)外気が汚れている場所には据付けないでください。天井材の汚れの原因となります。 

＜定期点検及び保守管理＞ 

1. ご使用前・ご使用中に異常がないか確認してください。異常がある場合は使用を中止してください。また、半年に一度を目処に定期点検 (グリル・フィルタ
ーの清掃などの保守管理)を実施してください。グリル・フィルターにほこりが付着しますと、風量低下や異常音発生の原因となります。長年ご使用の送風
機ではモータ・コードなどの電気部品の経年劣化により発煙・発火に至るおそれがあります。 

 

第 3 角図法 
単  位 尺  度 作 成 日 付 品  名 

形  名 
ストレートシロッコファン天吊埋込タイプ（消音形） 

BFS-450TUA2 mm 非比例尺 2022.3.24 

三菱電機株式会社 整理番号 N21KBGD0244-60 (2/2) 仕様書 
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形
名

数
量

記
号

 品    名 三菱空調用送風機用防振吊金具  台  数  
形    名 PS-5BK2・PS-15BK2・PS-30BK2・PS-60BK2・PS-100BK2  記  号  

 

■注意事項 
※この商品は日本国内用ですので日本国外では使用できません。また日本国外ではアフターサービスもできません。 
 

■仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 外形図 
                   

PS-5BK2,PS-15BK2                          PS-30BK2,PS-60BK2,PS-100BK2 

 
 
■ 変化寸法表（単位 mm） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
防振吊金具の機種選定は防振吊金具の使用個数で製品質量を割り、求めた１個当りの吊下げ質量を該当する適正

荷重にあてはめ機種選定を行って下さい。 
片吸込形シロッコファンは商品重心の偏りが大きいため、機種によっては早期にゴムが劣化するおそれがあります。

スプリング式防振吊金具をご使用ください。 

 

第 3 角図法 
単  位 尺  度 作 成 日 付 

品  名 
形  名 

空調用送風機用防振吊金具 
PS-5BK2・PS-15BK2・PS-30BK2・

PS-60BK2・PS-100BK2 
mm 非比例尺 2022.3.24 

三菱電機株式会社 整理番号 N21KBGD0386 仕様書 
 

品番 品名 材料 

０１ 金具 溶融亜鉛めっき鋼板（SGC） 

０２ ワッシャ－ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGC） 

０３ 防振ゴム クロロプレンゴム（ＣＲゴム） 

形名 適正荷重（kｇ） 使用ボルト Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 

ＰＳ－５ＢＫ２ １～５ Ｍ８、Ｍ１０ ８４ ３８ ２４ ９ １０ ５３ １２ 

ＰＳ－１５ＢＫ２ ５～１５ Ｍ１０ ８４ ３８ ２４ ９ １０ ５３ １２ 

ＰＳ－３０ＢＫ２ １５～３０ Ｍ１０ ８３ ４６．５ ３２ １２ １４ ４６ １２ 

ＰＳ－６０ＢＫ２ ３０～６０ Ｍ１２ １０３ ５６．５ ４２ １４ １６ ６６ １４ 

ＰＳ－１００ＢＫ２ ６０～１００ Ｍ１６ １１１ ７０ ５２ １６ １７ ７０ １８ 
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